
-
1

-

資
料

4
-
7
-
(
1
2
)

（
警

察
本

部
交

通
規

制
課

）

大
規

模
災

害
発

生
時

等
の

交
通

規
制

計
画

に
つ

い
て

交
通

部
交

通
規

制
課

１
概

要

大
規

模
災

害
発

生
時

の
交

通
規

制
計

画
は

、
災

害
対

策
基

本
法

等
に

基
づ

い
て

定
め

て
い

る
。

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

場
合

、
人

命
救

助
、

災
害

の
拡

大
防

止
等

の
災

害
応

急
対

策
を

迅
速

に
実

施
す

る
た

め
、

一
般

車
両

の
通

行
を

禁
止

、
又

は
制

限
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
応

急
対

策
に

従
事

す

る
緊

急
通

行
車

両
の

通
行

を
円

滑
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
、

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
、

的

確
か

つ
円

滑
な

交
通

規
制

が
実

施
で

き
る

よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

公
安

委
員

会
の

意
思

決
定

に
よ

り
、

県

内
で

被
害

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

想
定

地
震

に
基

づ
く

交
通

規
制

計
画

を
定

め
て

い
る

。

２
交

通
規
制

計
画

の
要

点

(
1
)

大
規

模
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

計
画

ア
想

定
地

震
に

基
づ

く
交

通
規

制
計

画

神
奈

川
県

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て

想
定

さ
れ

て
い

る
地

震
に

つ
い

て
、

被
災

地
域

ご
と

に
類

型
化

し
た

上
で

、
被

災
地

域
方

向
に

通
じ

る
高

速
道

路
、

自
動

車
専

用
道

路
等

を
あ

ら
か

じ
め

公
安

委
員

会
の

意
思

決
定

に
よ

り
、

緊
急

交
通

路
と

し
て

指
定

す
る

こ
と

を
定

め
た

。
(
ｱ
)

神
奈

川
県

西
部

地
震

、
東

海
地

震
及

び
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

(
ｲ
)

大
正

型
関

東
地

震

(
ｳ
)

三
浦

半
島

断
層

群
の

地
震

(
ｴ
)

都
心

南
部

直
下

地
震

イ
震

度
等

に
基

づ
く

交
通

規
制

計
画

気
象

庁
か

ら
行

政
区

域
ご

と
に

発
表

さ
れ

る
震

度
が

一
定

の
値

を
超

え
た

区
域

、
ま

た
、

大
津

波
警

報
が

発
表

さ
れ

た
場

合
等

に
お

い
て

、
津

波
を

警
戒

す
べ

き
地

域
に

つ
い

て
、

あ

ら
か

じ
め

公
安

委
員

会
の

意
思

決
定

に
よ

り
、

同
区

域
か

ら
区

域
外

へ
流

出
さ

せ
、

同
区

域

内
へ

進
行

し
よ

う
と

す
る

、
又

は
、

区
域

内
を

移
動

し
よ

う
と

す
る

一
般

車
両

の
通

行
を

禁

止
す

る
交

通
規

制
を

実
施

す
る

こ
と

を
定

め
た

。

(
ｱ
)

震
度

６
強

以
上

が
観

測
さ

れ
た

区
域

(
ｲ
)

そ
の

他
甚

大
な

被
害

が
確

認
さ

れ
た

区
域

で
交

通
部

長
が

指
定

し
た

道
路

の
区

域

(
ｳ
)

津
波

浸
水

区
域

(
2
)

警
戒

宣
言

発
令

時
に

お
け

る
交

通
規

制
計

画

大
規

模
地

震
特

別
措

置
法

第
３

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
あ

ら
か

じ
め

公
安

委
員

会
の

意
思

決
定

に
よ

り
緊

急
交

通
路

を
指

定
す

る
と

と
も

に
、

地
震

防
災

対
策

強
化

地
域

か
ら

強
化

区
域

外
へ

流
出

さ
せ

、
強

化
区

域
内

へ
進

行
し

よ
う

と
す

る
、

又
は

強
化

区
域

内
を

移
動

し
よ

う
と

す
る

一
般

車
両

の
通

行
を

禁
止

す
る

交
通

規
制

を
実

施
す

る
こ

と
を

定
め

た
。

３
交

通
規

制
の

実
施

方
法

被
災

状
況

等
の

実
態

に
応

じ
て

、
区

域
又

は
道

路
の

区
間

の
拡

大
、

縮
小

の
変

更
を

行
い

、
実

施
期

間
は

必
要

と
認

め
た

期
間

で
交

通
規

制
を

実
施

す
る

。

災
害

対
策

基
本

法
（

昭
和

3
6
年

法
律

第
2
2
3
号

。
以

下
「

災
対

法
」

と
い

う
。
）
、

道
路

交
通

法
（

昭
和

3
5
年

法
律

第
1
0
5
号

。
以

下
「

道
交

法
」

と
い

う
。
）
、

大
規

模
地

震
対

策
特

別
措

置
法

（
昭

和
5
3
年

法
律

第
7
3
号

。
以

下
「

大
震

法
」

と
い

う
。
）

の
規

定
に

基
づ

く
交

通
規

制
並

び
に

災
対

法
、

道
交

法
、

大
震

法
、

原
子

力
災

害
対

策
特

別
措

置
法

（
平

成
1
1
年

法
律

第
1
5
6
号

。
以

下
「

原
災

法
」

と
い

う
。
）

及
び

武
力

攻
撃

事
態

等
に

お
け

る
国

民
の

保
護

の
た

め
の

措
置

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
6
年

法
律

第
1
1
2
号

。

以
下

「
国

民
保

護
法

」
と

い
う

。
）

の
規

定
に

基
づ

く
交

通
規

制
の

対
象

か
ら

除
く

車
両

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

決
定

す
る

。

令
和

５
年

９
月

１
日

神
奈

川
県

公
安

委
員

会

委
員

長
堀

本
久

美
子

１
大

規
模

地
震

発
生

時
等

に
お

け
る

、
道

交
法

第
４

条
及

び
災

対
法

第
7
6
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ

く
交

通
規

制
の

区
域

・
道

路
の

区
間

(
1
)

想
定

地
震

に
基

づ
く

交
通

を
規

制
す

る
道

路
の

区
間

本
県

で
想

定
さ

れ
る

大
規

模
地

震
（

以
下

「
大

規
模

地
震

」
と

い
う

。
）

発
生

時
に

お
い

て
、

緊

急
通

行
車

両
等

以
外

の
車

両
の

道
路

に
お

け
る

通
行

を
禁

止
し

、
又

は
制

限
す

る
区

間
に

つ
い

て
は

、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

ア
神

奈
川

県
西

部
地

震
、

東
海

地
震

及
び

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

(
ｱ
)

東
名

高
速

道
路

全
線

(
ｲ
)

新
東

名
高

速
道

路
全

線

(
ｳ
)

中
央

自
動

車
道

全
線

(
ｴ
)

小
田

原
厚

木
道

路
全

線
（

国
道

2
7
1
号

）

(
ｵ
)

首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
全

線
（

国
道

4
6
8
号

）

(
ｶ
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

道
路

の
区

間

イ
大

正
型

関
東

地
震

発
生

時
に

お
け

る
交

通
規

制

(
ｱ
)

東
名

高
速

道
路

全
線

(
ｲ
)

新
東

名
高

速
道

路
全

線

(
ｳ
)

中
央

自
動

車
道

全
線

(
ｴ
)

首
都

高
速

道
路

全
線

(
ｵ
)

東
京

湾
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
全

線
（

国
道

4
0
9
号

）

(
ｶ
)

保
土

ヶ
谷

バ
イ

パ
ス

及
び

横
浜

横
須

賀
道

路
全

線
（

国
道

1
6
号

）

(
ｷ
)

小
田

原
厚

木
道

路
全

線
（

国
道

2
7
1
号

）

(
ｸ
)

首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
全

線
（

国
道

4
6
8
号

）

(
ｹ
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

道
路

の
区

間

ウ
三

浦
半

島
断

層
群

の
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

(
ｱ
)

東
名

高
速

道
路

全
線

(
ｲ
)

新
東

名
高

速
道

路
全

線

(
ｳ
)

首
都

高
速

道
路

全
線

(
ｴ
)

東
京

湾
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
全

線
（

国
道

4
0
9
号

）

(
ｵ
)

保
土

ヶ
谷

バ
イ

パ
ス

及
び

横
浜

横
須

賀
道

路
全

線
（

国
道

1
6
号

）

(
ｶ
)

首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
全

線
（

国
道

4
6
8
号

）

521



(
ｷ
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

道
路

の
区

間

エ
都

心
南

部
直

下
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

(
ｱ
)

東
名

高
速

道
路

全
線

(
ｲ
)

新
東

名
高

速
道

路
全

線

(
ｳ
)

中
央

自
動

車
道

全
線

(
ｴ
)

首
都

高
速

道
路

全
線

(
ｵ
)

東
京

湾
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
全

線
（

国
道

4
0
9
号

）

(
ｶ
)

首
都

圏
中

央
連

絡
自

動
車

道
全

線
（

国
道

4
6
8
号

）

(
ｷ
)

国
道

2
4
6
号

（
都

県
境

か
ら

新
石

川
交

差
点

ま
で

の
間

の
上

下
線

）

(
ｸ
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

道
路

の
区

間

(
2
）

特
定

震
度

に
基

づ
く

交
通

を
規

制
す

る
区

域

地
震

に
よ

る
被

害
の

甚
大

な
区

域
を

指
定

し
、

緊
急

通
行

車
両

等
以

外
の

車
両

の
道

路
に

お
け

る

通
行

を
禁

止
し

、
又

は
制

限
す

る
区

域
に

つ
い

て
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

ア
震

度
６

強
以

上
が

観
測

さ
れ

た
区

域

イ
そ

の
他

甚
大

な
被

害
が

確
認

さ
れ

た
区

域
で

、
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

道
路

の
区

域

(
3
）

津
波

警
報

発
表

時
に

お
け

る
交

通
を

規
制

す
る

区
域

大
津

波
警

報
が

発
表

さ
れ

た
場

合
又

は
津

波
警

報
が

発
表

さ
れ

、
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

場

合
に

お
い

て
、

避
難

す
る

た
め

や
む

を
得

な
い

場
合

を
除

き
、

緊
急

通
行

車
両

等
以

外
の

車
両

の
道

路
に

お
け

る
通

行
を

禁
止

し
、

又
は

制
限

す
る

区
域

に
つ

い
て

は
、

沿
岸

市
町

が
策

定
し

た
津

波
浸

水
区

域
と

す
る

。

２
大

震
法

第
2
4
条

の
規

定
に

基
づ

く
交

通
規

制

(
1
)

警
戒

宣
言

発
令

時
に

お
け

る
交

通
を

規
制

す
る

道
路

の
区

間

緊
急

交
通

路
を

指
定

し
、

緊
急

輸
送

車
両

以
外

の
車

両
の

道
路

に
お

け
る

通
行

を
禁

止
し

、
又

は

制
限

す
る

道
路

の
区

間
に

つ
い

て
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

ア
東

名
高

速
道

路
全

線

イ
新

東
名

高
速

道
路

全
線

ウ
中

央
自

動
車

道
全

線

エ
小

田
原

厚
木

道
路

全
線

（
国

道
2
7
1
号

）

オ
首

都
圏

中
央

連
絡

自
動

車
道

全
線

（
国

道
4
6
8
号

）

カ
そ

の
他

交
通

部
長

が
必

要
と

認
め

た
道

路
の

区
間

(
2
)

警
戒

宣
言

発
令

時
に

お
け

る
交

通
を

規
制

す
る

区
域

大
震

法
第

３
条

に
規

定
す

る
地

震
防

災
対

策
強

化
地

域

３
大

規
模

災
害

等
発

生
直

後
に

お
け

る
道

交
法

第
４

条
に

基
づ

く
交

通
規

制
の

対
象

か
ら

除
外

す
る

車

両 (
1
)

道
交

法
第

3
9
条

第
１

項
に

規
定

す
る

緊
急

自
動

車

(
2
)

災
対

法
第

5
0
条

第
１

項
に

規
定

す
る

災
害

応
急

対
策

、
原

災
法

第
2
6
条

第
１

項
各

号
に

規
定

す
る

緊
急

事
態

応
急

対
策

及
び

国
民

保
護

法
第

２
条

第
３

項
に

規
定

す
る

国
民

の
保

護
の

た
め

の
措

置

（
以

下
「

災
害

応
急

対
策

等
」

と
い

う
。
）

に
従

事
す

る
車

両
で

、
か

つ
、

災
害

対
策

基
本

法
施

行

規
則

（
昭

和
3
7
年

総
理

府
令

第
5
2
号

）
別

記
様

式
第

４
の

標
章

（
以

下
「

標
章

」
と

い
う

。
）

を
携

帯
し

て
い

る
車

両
。

(
3
)

災
害

応
急

対
策

等
に

従
事

す
る

自
衛

隊
、

米
軍

及
び

外
交

官
関

係
の

車
両

（
以

下
「

自
衛

隊
車

両

等
」

と
い

う
。
）

で
あ

っ
て

道
路

運
送

車
両

法
（

昭
和

2
6
年

法
律

第
1
8
5
号

）
の

規
定

に
よ

る
自

動

車
番

号
標

以
外

の
も

の
（

以
下

「
特

別
番

号
標

」
と

い
う

。
）

を
有

し
て

い
る

車
両

(
4
)

災
害

応
急

対
策

等
に

従
事

す
る

次
の

車
両

ア
医

師
・

歯
科

医
師

、
医

療
機

関
等

が
使

用
す

る
車

両

イ
医

薬
品

・
医

療
機

器
・

医
療

用
資

器
材

等
を

輸
送

す
る

車
両

ウ
患

者
等

搬
送

用
車

両
（

特
別

な
構

造
又

は
装

置
が

あ
る

も
の

に
限

る
。
）

エ
建

設
用

重
機

、
道

路
啓

開
作

業
用

車
両

又
は

重
機

輸
送

用
車

両

(
5
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

車
両

４
大

規
模

災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

災
対

法
第

7
6
条

第
１

項
、

原
災

法
第

2
8
条

第
２

項
及

び
国

民
保

護

法
第

1
5
5
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

交
通

規
制

の
対

象
か

ら
除

外
す

る
車

両

(
1
)

道
交

法
第

3
9
条

第
１

項
に

規
定

す
る

緊
急

自
動

車

(
2
)

災
害

応
急

対
策

等
に

従
事

す
る

車
両

で
、

か
つ

、
標

章
を

掲
示

し
て

い
る

車
両

(
3
)

災
害

応
急

対
策

等
に

従
事

す
る

自
衛

隊
車

両
等

で
あ

っ
て

特
別

番
号

標
を

有
し

て
い

る
車

両
。

(
4
)

災
害

応
急

対
策

等
に

従
事

す
る

次
の

車
両

ア
医

師
・

歯
科

医
師

、
医

療
機

関
等

が
使

用
す

る
車

両

イ
医

薬
品

・
医

療
機

器
・

医
療

用
資

器
材

等
を

輸
送

す
る

車
両

ウ
患

者
等

搬
送

用
車

両
（

特
別

な
構

造
又

は
装

置
が

あ
る

も
の

に
限

る
。
）

エ
建

設
用

重
機

、
道

路
啓

開
作

業
用

車
両

又
は

重
機

輸
送

用
車

両

(
5
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

車
両

５
警

戒
宣

言
発

令
時

に
お

け
る

交
通

規
制

の
対

象
か

ら
除

外
さ

れ
る

車
両

(
1
)

道
交

法
第

3
9
条

第
１

項
に

規
定

す
る

緊
急

自
動

車

(
2
)

大
震

法
第

2
1
条

２
項

に
規

定
す

る
地

震
防

災
応

急
対

策
に

従
事

す
る

車
両

で
、

か
つ

、
標

章
を

掲

示
し

て
い

る
車

両

(
3
)

そ
の

他
交

通
部

長
が

必
要

と
認

め
た

車
両

６
交

通
規

制
の

実
施

方
法

交
通

規
制

の
実

施
は

、
交

通
部

長
の

命
令

に
よ

り
行

う
。
た

だ
し

、
被

災
状

況
等

の
実

態
に

応
じ

て
、

交
通

部
長

の
判

断
に

よ
り

交
通

規
制

の
区

域
又

は
道

路
の

区
間

の
拡

大
、

縮
小

等
の

変
更

を
行

う
こ

と

が
で

き
る

。

実
施

期
間

は
、

交
通

部
長

が
必

要
と

認
め

た
期

間
と

す
る

。
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想
定

地
震

に
基

づ
く

交
通

規
制

図
 

(
1)

 
神

奈
川

県
西

部
地

震
、

東
海

地
震

及
び

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

 
(
2)

 
大

正
型

関
東

地
震

発
生

時
に

お
け

る
交

通
規

制
 

 
 

(
3)

 
三

浦
半

島
断

層
群

の
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制

 
(
4)

 
都

心
南

部
直

下
地

震
発

生
時

に
お

け
る

交
通

規
制
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最
大

速
度

乗
員

全
長

全
幅

(ノ
ッ

ト
)

（
人

）
（

ｍ
）

（
ｍ

）

固
定

翼
　

L
R－

2
連

絡
偵

察
3
00

2(
8)

14
18

　
O
H－

１
観

測
1
40

2
12

3

　
U
H－

1J
多

用
途

1
20

2(
11
)

13
3

　
C
H－

47
J
/J

A
輸

送
1
50

/1
40

3(
55
)

16
4/

5

　
U
H－

60
J
A

多
用

途
1
30

2(
12
)

16
3

　
※

乗
員

の
項

で
（

　
　

）
内

の
数

値
は

、
輸

送
人

員
を

示
す

。

陸
上

自
衛

隊
航

空
機

の
能

力
基

準

形
　

式

回
　

転
　

翼

資
料

　
４

－
７

－
(1

3)
（
陸

上
自

衛
隊

東
部

方
面

混
成

団
本

部
）

機
　

種
用

　
途

資
料

　
４

－
７

－
(1

4
)

（
陸

上
自

衛
隊

東
部

方
面

混
成

団
本

部
）

主
要

作
業

内
容

作
業

能
力

有
効

運
土

距
離

使
用

燃
料

重
量

輸
　

送

中
　

型
1
8
～

2
0
t
※

2

大
　

型
2
8
～

3
0
t
※

2

積
　

込
 
5
0
～

6
0
㎥

/
h
※

1
〃

9
～

1
1
t

※
2

〃

整
　

地
道

路
補

修
 
4
0
0
～

5
0
0
㎥

/
h
※

1

側
溝

掘
削

（
Ｖ

型
）

 
5
0
0
～

1
,
0
0
0
㎥

/
h
※

1

揚
　

重
 
最

大
2
0
t

植
　

柱
 
1
.
3
6
t
※

1

 
標

準
積

載
量

 
3
.
5
t

 
最

大
積

載
量

 
6
.
0
t

 
標

準
積

載
量

 
7
.
0
t

 
最

大
積

載
量

1
0
.
0
t

 
標

準
積

載
量

 
1
.
5
t

 
最

大
積

載
量

 
2
.
0
t

 
標

準
積

載
量

 
3
.
5
t

 
最

大
積

載
量

 
6
.
0
t

人
員

物
資

の
水

上
輸

送
(
門

橋
に

よ
る

車
両

輸
送

も
可

)

 
舷

外
機

 
混

合
油

(2
ｻｲ

ｸﾙ
ｵ
ｲ
ﾙ
：

ｶ
ﾞ
ｿﾘ

ﾝ)

 
ﾄ
ｰ
ﾊ
ﾂ
M
2
5
C
2

 
 
 
 
 
 
 
 
1
:
2
0

 
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｿ
ﾝ
2
0
R
L

 
 
 
 
 
 
 
 
1
:
5
0

 
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾝ
ｿ
ﾝ
2
5
R
L

　
　

　
 
 
1
:
1
6

2
9
0
k
g

(
全
形

舟
)

 
ポ

ー
タ

ブ
ル

タ
イ

プ
 
ト

レ
ー

ラ
牽

引
 
半

形
舟

で
6
～

8
隻

 
積

載

※
1
　

各
種

作
業

条
件

（
型

式
、

土
質

、
運

土
距

離
等

）
に

よ
る

。
　

※
2
　

型
式

に
よ

る
。

　

陸
上

自
衛

隊
施

設
器

材
関

係
の

能
力

基
準

機
材

名

ﾊ
ﾞ
ｹ
ｯ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ

ド ー ザ

ｸ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
ﾞ

〃

2
0
t

ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ

1
0
～

1
2
t
※

2

2
7
.
5
t

※
2

〃

渡
河

ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ

(
F
R
P
製

)

物
資

運
搬

3
.
5
t

特
大
型

7
t

7
3
式

中
型

ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ

7
3
式

大
型

ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ

ダ ン プ

土
砂

運
搬

(
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ﾌ
ﾟ

可
能

)

〃

5
0
0
m

以
上

〃

山
腹

切
取

伐
開

溝
の

掘
削

掘
削

整
地

 
中

型
30

～
30

0㎥
/
h※

1
 
大

型
50

～
30

0㎥
/
h※

1

〃

全
備

5
.
0
4
t

全
備

1
5
.
7
8
t

全
備

1
5
.
7
8
t

全
備

2
0
.
9
9
t

〃

短
距

離
は

自
走

可
ト

レ
ー

ラ
ま

た
は

鉄
道

輸
送

軽
　

油
1
0
～

1
0
0
m

〃

自
走

、
ト

レ
ー

ラ
ま

た
は

鉄
道

輸
送
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資
料

 
４

－
７

－
（
1
5
）
 

（
海

上
自

衛
隊

）
  

海
上

自
衛

隊
艦

艇
・
航

空
機

の
能

力
等

 
令

和
５

年
４

月
１

日
現

在
 

部
隊

名
 

艦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

艇
 

航
 

 
 

空
 

 
 

機
 

護
衛

艦
 

掃
海

艦
艇

 
輸

送
艦

艇
 

そ
の

他
 

固
定

翼
 

回
 

 
転

 
 

翼
 

D
D
H
 

D
D
G
 

D
D
 

F
F
M
 

M
S
T
 

M
S
O
 

M
S
C
 

L
S
T
 

L
C
U
 

P
-
1
 

S
H
-
6
0
J
 

S
H
-
6
0
K
 

U
H
-
6
0
J
 

M
C
H
-
1
0
1
 

C
H
-
1
0
1
 

自
衛

艦
隊

等
 

1
 

2
 

8
 

2
 

1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

0
 

6
 

約
5
 

約
1
0
 

0
 

2
 

横
須

賀
地

方
隊

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

2
 

0
 

0
 

1
 

4
 

0
 

0
 

0
 

0
 

合
計

 
1
3
隻

 
6
隻

 
1
隻

 
1
0
隻

 
約

2
0
機

 
約

4
0
機

 
約

5
機

 
約

5
機

 

人
員

輸
送

能
力

 

(
1
隻

(
機

)
当

り
)
 

約
5
4
0
～

 

約
1
,
6
0
0

人
 

約
7
0
～

 

約
8
5
0
人

 
約

2
0
0
人

 

約
2
0
0
～

 

約
1
,
2
5
0

人
 

2
0
人

 
4
～

5
人

 
6
～

1
0
人

 
約

2
5
人

 

物
資

搭
載

能
力

 

(
1
隻

(
機

)
当

り
)
 

約
7
0
～

 

約
5
0
0
t
 

約
1
5
～

 

約
3
0
0
t
 

約
2
5
t
 

約
1
5
～

 

約
3
0
0
t
 

約
2
ｔ

 
約

0
.
8
ｔ

 
約

1
.
2
t
 

約
2
.
5
t
 

真
水

タ
ン

ク
(
t
)
 

約
6
0
～

 

約
5
5
0
 

約
3
0
～

 

約
7
7
0
 

約
1
0
 

約
4
0
～

 

約
4
3
0
 

-
 

-
 

-
 

-
 

（
注

）
１

 
関

東
（

横
須

賀
港

を
定

係
港

と
す

る
艦

艇
等

）
近

辺
に

所
在

す
る

兵
力

を
掲

載
 

２
 

航
空

機
に

つ
い

て
は

、
厚

木
、

下
総

、
館

山
に

所
在

す
る

兵
力

。
た

だ
し

Ｍ
Ｃ

Ｈ
、

Ｃ
Ｈ

に
つ

い
て

は
岩

国
 

３
 

Ｃ
Ｈ

－
１

０
１

は
、

砕
氷

艦
「

し
ら

せ
」

に
搭

載
し

て
い

る
航

空
機

(
非

搭
載

時
、

岩
国

)
 

４
 

発
災

直
後

か
ら

航
空

機
(
固

定
翼

、
回

転
翼

)
の

情
報

収
集

活
動

を
実

施
 

５
 

艦
艇

の
派

遣
に

つ
い

て
は

、
発

災
後

早
く

て
４

～
５

時
間

後
か

ら
(
災

害
派

遣
物

品
の

搭
載

～
進

出
)
可

能
 

６
 

関
東

地
区

以
外

(
呉

、
佐

世
保

、
大

湊
等

)
か

ら
の

追
加

増
援

兵
力

は
、

２
～

４
日

後
か

ら

期
待

 

７
 

災
害

派
遣

活
動

 

①
遭

難
者

等
の

捜
索

救
助

 

②
避

難
の

援
助

(
応

急
医

療
、

救
護

及
び

防
疫

、
人

員
及

び
物

資
の

緊
急

輸
送

、
炊

飯
及

び

給
水

、
物

資
の

無
償

貸
付

及
び

譲
与

)
 

③
自

治
体

等
支

援
(
被

害
状

況
の

把
握

、
水

防
活

動
、

消
防

活
動

、
道

路
又

は
水

路
啓

開
)
 

海
上

自
衛

隊
艦

艇
の

接
岸

上
の

要
件

 

種
別

 

(
基

準
排

水
量

t
)
 

護
衛

艦
 

掃
海

艦
艇

 
輸

送
艦

艇
 

D
D
H
 

(
1
9
,
9
5
0

)
 

D
D
G
 

(
7
,
2
5
0
)
 

D
D
 

(
4
,
5
5
0
)
 

F
F
M
 

(
3
,
9
9
0
)
 

M
S
T
 

(
5
,
7
0
0
)
 

M
S
O
 

(
1
,
0
0
0
)
 

M
S
C
 

(
5
7
0
)
 

L
S
T
 

(
8
,
9
0
0
)
 

L
C
U
 

(
4
2
0
)
 

必
要

な
水

深
m
 

1
1
 

1
1
 

1
0
 

1
0
 

8
 

6
 

5
 

1
0
 

5
 

全
長

m
 

2
4
8
 

1
6
1
 

1
5
1
 

1
3
3
 

1
4
1
 

6
7
 

6
0
 

1
7
8
 

5
2
 

タ
グ

ボ
ー

ト
の

 

要
否

（
隻

数
）

 

馬
力

1
,
8
0
0
p
s
 

要
 

(
3
)
 

要
 

(
2
)
 

要
 

(
2
)
 

要
 

(
2
)
 

要
 

(
2
)
 

否
 

否
 

要
 

(
2
)
 

否
 

記
 

 
 

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
 

可
 

能
 

 

区
　

分

1
7
3
9

2
0
2
9

2
5
1

4
2
0

4
8
0

2
3
0

7
1
3

8
0
4

3
6
3

1
4
1

1
6
5

2
4
0

1
3
5

1
3
5

5
7

1
1
5

1
3
5

7
0

4
7

5
0

3
0

2
8

2
8

4
6

3
7

4
0

2
3

3
6

4
1

2
0

4
8

5
6

1
4

2
6

2
8

1
4

２
７

メ
ー

ト
ル

型
1
7

2
0

1
1

１
７

メ
ー

ト
ル

型
8

1
0

8

１ ２ ３

区
　

分

高
さ
×
幅
×
奥
行
き

１ ２

9
6

1
2
5
×

7
0
×

1
7
5

（
注

）
搭

載
可

能
物

資
は

、
運

航
に

必
要

な
乗

員
及

び
物

品
等

を
搭

載
し

、
燃

料
を

満
載

（
回

転
翼

航
空

機
は

増
槽

タ
ン

ク
を

除
き

満
載

）
に

し
た

時
の

も
の

で
あ

る
。

気
象

状
況

、
飛

行
距

離
、

高
度

、
物

資
の

形
状

等
に

よ
り

表
記

が
異

な
る

こ
と

が
あ

る
。

3
2

1
,
0
8
0

1
5
0
×

1
2
5
×

1
5
0

ユ
ー

ロ
コ

プ
タ

ー
式

E
C
2
2
5
L
P
型

2
1

1
,
3
5
5

1
2
9
×

1
1
9
×

1
6
8

シ
コ

ル
ス

キ
ー

式
S
-
7
6
D
型

1
4

座
席

数
（

席
）

搭
載

可
能

物
資

（
キ

ロ
グ

ラ
ム

）

搬
出

入
口

を
通

る
最

大
容
積
（
c
m
）

型
　

式
固 定 翼 航 空 機

ガ
ル

フ
ス

ト
リ

ー
ム

・
エ

ア
ロ

ス
ペ

ー
ス

式
G
-
V
型

2
2

5
2
0

8
5
×

9
0
×

9
0

ボ
ン

バ
ル

デ
ィ

ア
式

D
H
C
-
8
-
3
1
5
型

灯
台

見
回

り
船

（
注

）
搭

載
可

能
人

員
及

び
搭

載
可

能
物

資
は

、
い

ず
れ

か
一

つ
の

場
合

の
基

準
を

示
す

。

搭
載

可
能

人
員

に
つ

い
て

は
、

船
舶

安
全

法
に

基
づ

く
臨

時
検

査
を

受
け

た
場

合
を

想
定

し
た

基
準

と
す

る
。

た
だ

し
、

乗
組

員
は

除
く

。

搭
載

可
能

物
資

に
つ

い
て

は
、

海
上

平
穏

な
場

合
の

基
準

と
し

、
気

象
状

況
、

物
資

の
形

状
等

に
よ

っ
て

は
こ

の
基

準
以

下
と

な
る

。

（
２

）
航

空
機

巡 視 艇

３
５

メ
ー

ト
ル

型

３
０

メ
ー

ト
ル

型

２
３

メ
ー

ト
ル

型

２
０

メ
ー

ト
ル

型

測
量

船

巡 視 船

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

２
機

搭
載

型

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

１
機

搭
載

型

３
，

５
０

０
ト

ン
型

（
い

ず
型

）

１
，

０
０

０
ト

ン
型

（
は

て
る

ま
型

）

１
，

０
０

０
ト

ン
型

（
く

だ
か

型
）

５
０

０
ト

ン
型

（
ち

と
せ

型
）

３
５

０
ト

ン
型

（
と

か
ら

型
）

１
８

０
ト

ン
型

資
料

　
４

－
７

－
（

1
6
）

（
第

三
管

区
海

上
保

安
本

部
）

第
三
管

区
海
上
保
安
本

部
所
属
船
艇

、
航
空
機
の

輸
送
能
力
の
基

準

令
和

５
年

４
月

１
日

現
在

（
１

）
船

艇

搭
載

可
能

人
員

（
人

）
搭

載
可

能
物

　
　

資
（

ト
ン

）
限

定
沿

海
で

３
時

間
以

内
と

し
た

場
合

１
．

５
時

間
未

満
の

平
水

の
場

合
船

　
型

525



（３
）所

属
船

艇
・航

空
機

勢
力

一
覧

本 部 海 洋 情 報

横 浜

川 崎

小 笠 原

茨 城

鹿 島

千 葉

木 更 津

船 橋

館 山

銚 子

勝 浦

横 須 賀

湘 南

清 水

御 前 崎

田 子 の 浦

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

２
機

搭
載

型
1

1

１
機

搭
載

型
1

1

3
,5

0
0ト

ン
型

1
1

1
,0

0
0ト

ン
型

1
1

2

5
00

ト
ン

型
1

1
1

3

3
50

ト
ン

型
1

1
1

3

P
S

1
80

ト
ン

型
1

1
1

3

F
L

消
防

船
1

1

3
5ﾒ

ｰ
ﾄﾙ

型
2

1
1

1
5

3
0ﾒ

ｰ
ﾄﾙ

型
1

1

2
3ﾒ

ｰ
ﾄﾙ

型
1

4
5

C
L

2
0ﾒ

ｰ
ﾄﾙ

型
4

2
5

1
1

4
1

1
1

1
2

1
2

26

M
S

放
射

能
調

査
艇

1
1

S
S

監
視

取
締

艇
2

1
1

1
1

0
1

1
0

1
9

1
1

1

1
1

1

1
15

3
1

7
2

3
6

1
0

1
3

1
10

1
4

3
2

0
0

64
64

L
A

J
大

型
ｼ
ﾞｪ

ｯﾄ
飛

行
機

2
2

M
A

中
型

飛
行

機
2

2

M
H

中
型

ﾍ
ﾘ
ｺ
ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
3

2
5

5

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

9
9

合
計

（
機

）

特 殊 警 備 救 難 艇

10

測
量

船

灯
台

見
回

り
船

合
計

（
隻

）

航 空 機

4

巡 視 船
15

P
L

P
M

巡 視 艇

P
C

37

横
　

　
浜

東 京

茨
城

千
　

　
　

葉
銚

子

P
L
H

横
須

賀
下 田

清
　

　
水

羽 田

小 計

計

所 属

区
分

所 属

区
分

事業者数
（　社　） 大型車（牽引車を含む。） 小 型 車 トレーラ（一般・海コン） 合　　計

川崎 285 5,508 1,081 1,702 8,291

横浜 819 15,774 9,053 8,029 32,856

県南 255 3,758 1,267 380 5,405

相模原 223 4,345 847 171 5,363

県央 620 11,553 2,366 569 14,488

合　　計 2,202 40,938 14,614 10,851 66,403

資料　4-7-（17）
（一般社団法人神奈川県トラック協会）

一般社団法人神奈川県トラック協会サービスセンター別車両保有台数一覧表

令和５年４月１日現在

SC
保　有　車　両　数　（　両　）
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災
害

時
等

に
お

け
る

石
油

類
燃

料
の

供
給

に
関

す
る

協
定

 

 
神

奈
川

県
（

以
下
「

甲
」
と

い
う
。）

と
神

奈
川

県
石

油
業

協
同

組
合
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
は

、
災

害

時
等

に
お

け
る

石
油

類
燃

料
の

供
給

に
関

し
て

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

（
目

的
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

事
態

（
以

下
「

災
害

時
等

」
と

い
う

。）
に

お
い

て
、

乙
が

甲

に
協

力
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

１
）
 

神
奈

川
県

内
で

災
害

が
発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
お
そ

れ
が

あ
る

場
合

で
、
甲

が
神

奈
川

県
災

害

対
策

本
部

を
設

置
し

た
場

合
 

（
２

）
 

国
内

で
武

力
攻

撃
事

態
又

は
緊

急
対

処
事

態
が

発
生

し
、

甲
が

神
奈

川
県
国

民
保

護
対

策
本

部
、

神
奈

川
県

緊
急

対
処

事
態

対
策

本
部

又
は

神
奈

川
県

危
機

管
理

対
策

本
部

を
設

置
し

た
場

合
 

（
３

）
 

前
各

号
の

ほ
か

、
甲

が
神

奈
川

県
危

機
管

理
対

策
本

部
等

を
設

置
し

た
場

合
 

（
４

）
 

神
奈

川
県

外
の

自
治

体
で

大
規

模
な

災
害

が
発

生
し

、
又

は
発

生
す

る
お
そ

れ
が

あ
る

場
合

で
、

甲
そ

の
他

防
災

関
係

機
関

が
被

災
自

治
体

の
応

援
に

行
く

場
合
 

（
平

時
の

情
報

交
換

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、
災

害
時

等
に

こ
の

協
定

が
円

滑
か
つ

迅
速

に
運

用
さ

れ
る

よ
う

連
絡

体
制

等
に

つ
い

て
平

時
か

ら
定

期
的

に
情

報
交

換
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

（
協

力
の

要
請

）
 

第
３

条
 

災
害

時
等

に
お

い
て

、
甲

は
、

乙
に

次
の

各
号

に
関

す
る

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
１

）
 

甲
が

指
定

す
る

災
害

対
策

上
重

要
な

車
両

等
へ

の
石

油
類

燃
料

の
供

給
 

（
２

）
 

甲
が

指
定

す
る

災
害

対
策

上
重

要
な

施
設

へ
の

石
油

類
燃

料
の

供
給

 

（
３

）
 

甲
が

指
定

す
る

場
所

へ
の

石
油

類
燃

料
の

配
達

 

２
 

甲
は

、
前

項
に

基
づ

き
乙

に
協

力
を

要
請

す
る

と
き

は
、
文

書
に

よ
り

行
う

。
但

し
、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、

電
話

等
に

よ
り

要
請

し
、

事
後

速
や

か
に

当
該

文
書

を
乙

に
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

甲
は

、
通

信
の

途
絶

等
に

よ
り

乙
に

第
１

項
に

基
づ

く
協

力
の

要
請

が
で

き
な

い
と

き
は

、
乙
の

支
部

又

は
乙

の
組

合
員

に
文

書
に

よ
り

当
該

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
但

し
、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、
電

話
等

に
よ

り
要

請
し

、
事

後
速

や
か

に
当

該
文

書
を

乙
の

支
部

又
は

乙
の

組
合

員
に

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。 

（
協

力
の

実
施

）
 

第
４

条
 

乙
は

、
前

条
第

１
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
と

き
は

、
乙

の
支

部
及

び
乙
の

組
合

員

に
可

能
な

範
囲

で
他

に
優

先
し

て
当

該
協

力
を

実
施

す
る

よ
う

要
請

す
る

も
の

と
し

、
甲

に
文

書
に

よ
り

当

該
協

力
の

実
施

の
可

否
等

を
回

答
す

る
。
但

し
、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、
電

話
等

に
よ

り
回

答
し

、
事

後
速

や
か

に
当

該
文

書
を

甲
に

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

資
料

　
４

－
７

－
(1

8
)

（
危

機
管

理
防

災
課

）

２
 

乙
の

支
部

は
、
前

条
第

３
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
と

き
は

、
乙

の
組

合
員

に
可

能
な

範

囲
で

他
に

優
先

し
て

当
該

協
力

を
実

施
す

る
よ

う
要

請
す

る
も

の
と

し
、
甲

に
文

書
に

よ
り

当
該

協
力

の
実

施
の

可
否

等
を

回
答

す
る

。
但

し
、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、
電

話
等

に
よ

り
行

い
事

後
速

や
か

に
当

該
文

書

を
甲

に
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

乙
の

組
合

員
は

、
前

条
第

３
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
と

き
は

、
可

能
な

範
囲
で

他
に

優

先
し

て
当

該
協

力
を

実
施

す
る

も
の

と
し

、
甲

に
文

書
に

よ
り

当
該

協
力

の
実

施
の
可

否
等

を
回

答
す

る
。

但
し

、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、
電

話
等

に
よ

り
行

い
事

後
速
や

か
に

当
該

文
書

を
甲

に
送

付
す

る
も

の
と

す

る
。

 

４
 

乙
は

、
甲

が
通

信
の

途
絶

等
に

よ
り

こ
の

協
定

に
基

づ
く

協
力

の
要

請
が

で
き

な
い

と
判

断
し

た
と

き
は

、

甲
の

要
請

を
待

た
ず

に
、
乙

の
支

部
及

び
乙

の
組

合
員

に
対

し
、
可

能
な

範
囲

で
前

条
第

１
項

第
１

号
に

関

す
る

協
力

を
実

施
す

る
よ

う
要

請
す

る
。

 

（
情

報
の

提
供

）
 

第
５

条
 

第
３

条
第

１
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
乙

及
び

同
条

第
３

項
に

基
づ

き
甲

か
ら

協

力
を

要
請

さ
れ

た
乙

の
支

部
又

は
乙

の
組

合
員

は
、
災

害
の

状
況

等
、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

円
滑

か

つ
迅

速
に

実
施

す
る

上
で

必
要

と
な

る
情

報
の

提
供

を
甲

に
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

乙
は

、
前

項
に

基
づ

き
甲

が
提

供
し

た
情

報
を

乙
の

支
部

及
び

乙
の

組
合

員
に

提
供

す
る

。
 

３
 

乙
、

乙
の

支
部

及
び

乙
の

組
合

員
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

実
施

す
る
中

で
、

災
害

の
状

況
等

、

甲
が

災
害

等
の

対
応

を
実

施
す

る
上

で
必

要
と

な
る

情
報

を
入

手
し

た
場

合
は

、
甲

に
当

該
情

報
を

提
供

す

る
。

 

（
報

告
の

手
続

）
 

第
６

条
 

乙
は

、
乙

の
組

合
員

が
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

実
施

し
た

場
合

に
は

、
文

書
に

て
甲
に

そ
の

内

容
を

報
告

す
る

。
但

し
、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、
電

話
等
に

よ
り

行
い

事
後

速
や

か
に

当
該

文
書

を
甲

に
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
石

油
類

燃
料

の
価

格
）

 

第
７

条
 

石
油

類
燃

料
の

価
格

は
、
災

害
時

等
の

直
前

に
お

け
る

適
正

な
価

格
を

基
準

と
し

て
、
甲
と

乙
が

協

議
の

上
決

定
す

る
。

 

（
経

費
）

 

第
８

条
 

こ
の

協
定

に
基

づ
き

乙
の

組
合

員
が

供
給

し
た

石
油

類
燃

料
の

対
価

及
び

乙
の

組
合

員
が

石
油

類

燃
料

を
運

搬
す

る
の

に
発

生
し

た
費

用
（

以
下

「
経

費
」

と
い

う
。
）

に
つ

い
て

は
、
当

該
石

油
類

燃
料

の

供
給

を
受

け
た

者
（

以
下

「
供

給
先

」
と

い
う

。）
又

は
乙

の
組

合
員

の
同

意
の

も
と
、

供
給

先
が

指
定

す

る
第

三
者

（
以

下
「

供
給

先
等

」
と

い
う

。
）

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
の

組
合

員
は

、
自

ら
が

定
め

る
支

払
請

求
書

に
て

供
給

先
等

に
対

し
経

費
の

支
払

い
を

請
求

す
る

。
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３
 

供
給

先
等

は
、
適

法
な

支
払

請
求

書
を

受
理

し
た

日
か
ら

3
0
日

以
内

に
乙

の
組

合
員

に
経

費
を

支
払

う
。 

（
供

給
の

中
断

）
 

第
９

条
 

乙
の

組
合

員
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
の

実
施

中
に

、
や

む
を

得
ぬ

事
由

が
発

生
し
当

該
協

力

を
中

断
す

る
と

き
は

、
速

や
か

に
甲

、
乙

及
び

関
係

す
る
乙

の
支

部
に

対
し

口
頭

に
て

そ
の

状
況

を
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
従

事
者

の
損

害
補

償
）

 

第
1
0
条

 
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
に

従
事

し
た

乙
、

乙
の

支
部

及
び

乙
の

組
合

員
の
職

員
の

負
傷

、
疾

病
、

障
害

又
は

死
亡

に
関

す
る

損
害

補
償

に
つ

い
て

は
、

労
働

者
災

害
補

償
保

険
法

（
昭
和

22
年

法
律

第
50

号
）

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

の
ほ

か
、

原
則

と
し

て
、

自
ら

が
負

担
す

る
。

 

（
第

三
者

へ
の

損
害

賠
償

責
任

）
 

第
1
1
条

 
乙

、
乙

の
支

部
及

び
乙

の
組

合
員
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
の

実
施

中
に

自
ら

の
責

に
帰

す
る

理
由

に
よ

り
第

三
者

に
損

害
を

与
え

た
と

き
は

、
そ

の
賠

償
の

責
を

負
う

。
 

２
 

乙
、
乙

の
支

部
及

び
乙

の
組

合
員

が
こ

の
協

定
に

基
づ
く

協
力

の
実

施
中

に
自

ら
の

責
に

帰
さ

な
い

理
由

に
よ

り
第

三
者

に
損

害
を

与
え

た
と

き
は

、
乙

は
そ

の
事

実
の

発
生

後
遅

滞
無

く
そ

の
状

況
等

を
文

書
に

よ

り
甲

に
報

告
し

、
そ

の
処

置
に

つ
い

て
は

、
甲

乙
協

議
の

上
、

決
定

す
る

。
 

（
協

定
の

解
除

）
 

第
1
2
条

 
甲

は
、
乙

、
乙

の
支

部
及

び
乙

の
組

合
員

が
法

律
や

条
令

等
に

違
反

す
る

等
の

事
情

に
よ

り
、
こ

の

協
定

を
継

続
し

難
い

と
認

め
る

場
合

は
、

こ
の

協
定

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

解
除

に
よ

り
乙

、
乙

の
支

部
及

び
乙

の
組
合

員
に

損
害

が
生

じ
て

も
、
甲

は
そ

の
損

害
の

賠
償

の
責

め
を

負

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
本

協
定

の
適

用
範

囲
）

 

第
1
3条

 
本

協
定

は
、
神

奈
川

県
内

の
市

町
村

等
と

乙
や

乙
の
支

部
等

が
締

結
す

る
同

じ
目

的
の

協
定

の
効

力
 

 

 
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

い
が

、
第

１
条

各
号

に
定

め
る

事
態

に
お

い
て

は
、
本

協
定

を
優

先
す

る
も

の
と

す

る
。

 

（
実

施
細

目
）

 

第
14

条
 

こ
の

協
定

の
実

施
に

関
し

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
は

、
甲

及
び

乙
が

協
議
の

上
、
実

施
細

目
と

し
て

別
に

定
め

る
。

 

（
有

効
期

間
）

 

第
15

条
 

こ
の

協
定

は
協

定
締

結
日

か
ら

効
力

を
有

し
、
甲

又
は

乙
い

ず
れ

か
の

書
面

に
よ

る
終

了
の

意
思

表

示
が

な
い

限
り

そ
の

効
力

を
継

続
す

る
。

 

（
協

議
）

 

第
1
6条

 
こ

の
協

定
に

定
め

が
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

定
め

る
事

項
に

関
し

て
疑
義

が
生

じ
た

場
合

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
の

上
、

決
定

す
る

。
 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、
本

書
２

通
を

作
成

し
、
甲

乙
両

者
記

名
押

印
の

上
、
各

自
１
通

を
保

有

す
る

。
 

 
平

成
27

年
11

月
25

日
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

甲
 

神
奈

川
県

横
浜

市
中

区
日

本
大

通
１

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
神

奈
川

県
知

事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
黒

 
岩

 
 

祐
 

治
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

乙
 

神
奈

川
県

横
浜

市
中

区
万

代
町

3
-5

-3
 

神
奈

川
県

石
油

業
協

同
組

合
 

理
事

長
 

 
森

 
 

 
 

 
 

洋
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災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

応
急

対
策

活
動

用
資

機
材

等
の

レ
ン

タ
ル

に
関

す
る

協
定

 
   

神
奈

川
県

（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
と

一
般

社
団

法
人

日
本

建
設

機
械

レ
ン

タ
ル

協
会

神
奈

川
支

部
（

以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）

は
、

災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

応
急

対
策

活
動

の

用
に

供
す

る
資

機
材

等
の

レ
ン

タ
ル

に
関

し
て

、
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （
目

的
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

事
態

（
以

下
「

災
害

等
」

と
い

う
。

）
に

お

い
て

、
乙

が
甲

に
協

力
す

る
た

め
に

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

１
）

 
暴

風
、

竜
巻

、
豪

雨
、

豪
雪

、
洪

水
、

崖
崩

れ
、

土
石

流
、

高
潮

、
地

震
、

津

波
、

噴
火

、
地

滑
り

そ
の

他
の

異
常

な
自

然
現

象
又

は
大

規
模

な
火

事
若

し
く

は

爆
発

そ
の

他
そ

の
及

ぼ
す

被
害

の
程

度
に

お
い

て
こ

れ
ら

に
類

す
る

災
害

対
策

基

本
法

施
行

令
で

定
め

る
原

因
に

よ
り

生
ず

る
被

害
が

神
奈

川
県

内
で

発
生

し
、

又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
 

（
２

）
 

国
内

で
武

力
攻

撃
事

態
又

は
緊

急
対

処
事

態
が

発
生

し
、

甲
が

神
奈

川
県

国
民

保
護

対
策

本
部

、
神

奈
川

県
緊

急
対

処
事

態
対

策
本

部
又

は
神

奈
川

県
危

機
管

理

対
策

本
部

を
設

置
し

た
場

合
 

 （
連

絡
体

制
等

の
確

認
）

 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

災
害

等
発

生
時

に
こ

の
協

定
が

円
滑

か
つ

迅
速

に
運

用
さ

れ
る

よ

う
、

連
絡

体
制

等
に

つ
い

て
様

式
１

に
よ

り
年

度
当

初
に

相
互

に
連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。

な
お

、
甲

乙
そ

れ
ぞ

れ
の

連
絡

体
制

等
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

都
度

、
相

互
に

連
絡

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
協

力
の

要
請

）
 

第
３

条
 

災
害

等
発

生
時

に
お

い
て

、
甲

は
、

乙
に

応
急

対
策

活
動

の
用

に
供

す
る

資
機

材

等
の

レ
ン

タ
ル

に
関

す
る

協
力

を
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

甲
は

、
前

項
に

基
づ

き
乙

に
協

力
を

要
請

す
る

と
き

は
、

様
式

２
－

１
に

よ
り

行
う

。

但
し

、
緊

急
を

要
す

る
場

合
は

、
電

話
等

に
よ

り
要

請
し

、
事

後
速

や
か

に
当

該
様

式
を

乙
に

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

甲
は

、
通

信
の

途
絶

等
に

よ
り

乙
に

第
１

項
に

基
づ

く
協

力
の

要
請

が
で

き
な

い
と

き

は
、

乙
の

会
員

に
様

式
２

－
２

に
よ

り
当

該
協

力
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
但

し
、

緊
急

を
要

す
る

場
合

は
、

電
話

等
に

よ
り

要
請

し
、

事
後

速
や

か
に

当
該

様
式

を
乙

の
会

員
に

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

　
　
４
－
７
－
(1

9
)

（
危

機
管
理

防
災
課

）

 
 

（
協

力
の

実
施

）
 

第
４

条
 

乙
は

、
前

条
第

１
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
と

き
は

、
乙

の
会

員

等
に

可
能

な
範

囲
で

他
に

優
先

し
て

当
該

協
力

を
実

施
す

る
よ

う
要

請
す

る
も

の
と

し
、

甲
に

様
式

３
－

１
に

よ
り

当
該

協
力

の
実

施
の

可
否

等
を

回
答

す
る

。
但

し
、

緊
急

を
要

す
る

場
合

は
、

電
話

等
に

よ
り

回
答

し
、

事
後

速
や

か
に

当
該

様
式

を
甲

に
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
の

会
員

は
、

前
条

第
３

項
に

基
づ

き
甲

か
ら

協
力

を
要

請
さ

れ
た

と
き

は
、

可
能

な

範
囲

で
他

に
優

先
し

て
当

該
協

力
を

実
施

す
る

も
の

と
し

、
甲

に
様

式
３

－
２

に
よ

り
当

該
協

力
の

実
施

の
可

否
等

を
回

答
す

る
。

但
し

、
緊

急
を

要
す

る
場

合
は

、
電

話
等

に
よ

り
行

い
事

後
速

や
か

に
当

該
様

式
を

甲
に

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （

資
機

材
等

の
引

き
渡

し
及

び
引

き
取

り
）

 

第
５

条
 

乙
又

は
乙

の
会

員
は

、
前

条
に

よ
り

実
施

可
能

と
し

た
資

機
材

等
の

引
き

渡
し

に

つ
い

て
、

様
式

２
－

１
又

は
様

式
２

－
２

に
よ

り
甲

が
指

定
し

た
場

所
に

お
い

て
、

甲
が

指
定

し
た

職
員

の
確

認
の

も
と

に
行

う
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
又

は
乙

の
会

員
は

、
甲

か
ら

資
機

材
等

の
返

却
の

連
絡

を
受

け
た

と
き

は
、

甲
が

指

定
し

た
場

所
に

お
い

て
、

甲
が

指
定

し
た

職
員

の
確

認
の

も
と

に
当

該
資

機
材

等
を

引
き

取
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
情

報
の

提
供

）
 

第
６

条
 

第
３

条
第

１
項

に
基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
乙

及
び

同
条

第
３

項
に

基

づ
き

甲
か

ら
協

力
を

要
請

さ
れ

た
乙

の
会

員
は

、
災

害
等

の
状

況
等

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

円
滑

か
つ

迅
速

に
実

施
す

る
上

で
必

要
と

な
る

情
報

の
提

供
を

甲
に

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

乙
は

、
前

項
に

基
づ

き
甲

か
ら

提
供

さ
れ

た
情

報
を

乙
の

会
員

等
に

提
供

す
る

。
 

３
 

乙
及

び
乙

の
会

員
は

、
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

実
施

す
る

中
で

、
災

害
等

の
状

況

等
、

甲
が

災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

対
策

を
実

施
す

る
上

で
必

要
と

な
る

情
報

を
入

手
し

た
場

合
は

、
甲

に
当

該
情

報
を

提
供

す
る

。
 

 （
報

告
の

手
続

）
 

第
７

条
 

乙
は

、
乙

の
会

員
等

が
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
を

実
施

し
た

場
合

は
、

様
式

４

に
て

甲
に

そ
の

内
容

を
報

告
す

る
。

但
し

、
緊

急
を

要
す

る
時

は
、

電
話

等
に

よ
り

行
い

事
後

速
や

か
に

当
該

様
式

を
甲

に
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
経

費
）

 
第

８
条

 
こ

の
協

定
に

基
づ

き
乙

の
会

員
等

が
行

っ
た

資
機

材
等

の
レ

ン
タ

ル
に

要
し

た
費

529



 
 

用
（

以
下

「
経

費
」

と
い

う
。

）
は

、
甲

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

資
機

材
等

の
レ

ン
タ

ル
の

価
格

は
、

災
害

等
発

生
直

前
に

お
け

る
適

正
な

価
格

を
基

準

と
し

、
甲

乙
協

議
の

う
え

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

乙
又

は
乙

の
会

員
は

、
前

条
の

報
告

の
後

、
自

ら
が

定
め

る
支

払
請

求
書

に
て

甲
に

対

し
経

費
の

支
払

い
を

請
求

す
る

。
 

４
 

甲
は

、
適

法
な

支
払

請
求

書
を

受
理

し
た

日
か

ら
3
0

日
以

内
に

乙
又

は
乙

の
会

員
に

経
費

を
支

払
う

。
 

 （
損

害
賠

償
）

 

第
９

条
 

甲
は

、
甲

の
責

め
に

帰
す

る
理

由
に

よ
り

乙
又

は
乙

の
会

員
か

ら
引

き
渡

し
を

受

け
た

資
機

材
等

に
損

害
を

与
え

た
と

き
は

、
そ

の
損

害
を

賠
償

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
従

事
者

の
損

害
補

償
）

 

第
10
条

 
こ

の
協

定
に

基
づ

く
協

力
に

従
事

し
た

乙
及

び
乙

の
会

員
の

職
員

の
負

傷
、

疾
病

、

障
害

又
は

死
亡

に
関

す
る

損
害

補
償

に
つ

い
て

は
、

労
働

者
災

害
補

償
保

険
法

（
昭

和
2
2

年
法

律
第

5
0

号
）

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

の
ほ

か
、

原
則

と
し

て
、

自
ら

が
負

担
す

る
。

 

 （
第

三
者

へ
の

損
害

賠
償

責
任

）
 

第
1
1
条

 
乙

及
び

乙
の

会
員

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

協
力

の
実

施
中

に
自

ら
の

責
に

帰
す

る
理

由
に

よ
り

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た

と
き

は
、

そ
の

賠
償

の
責

を
負

う
。

 

２
 

乙
及

び
乙

の
会

員
が

こ
の

協
定

に
基

づ
く

協
力

の
実

施
中

に
自

ら
の

責
に

帰
さ

な
い

理

由
に

よ
り

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た

と
き

は
、

乙
は

そ
の

事
実

の
発

生
後

遅
滞

無
く

そ
の

状
況

等
を

様
式

５
に

よ
り

甲
に

報
告

し
、

そ
の

処
置

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
う

え
決

定
す

る
。

 

 （
協

定
の

解
除

）
 

第
1
2
条

 
甲

は
、

乙
及

び
乙

の
会

員
が

法
律

や
条

令
等

に
違

反
す

る
等

の
事

情
に

よ
り

、
こ

の
協

定
を

継
続

し
難

い
と

認
め

る
場

合
は

、
こ

の
協

定
を

解
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

解
除

に
よ

り
乙

及
び

乙
の

会
員

に
損

害
が

生
じ

て
も

、
甲

は
そ

の
損

害
の

賠
償

の
責

め
を

負
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 （
有

効
期

間
）

 

第
13
条

 
こ

の
協

定
は

協
定

締
結

日
か

ら
効

力
を

有
し

、
甲

又
は

乙
い

ず
れ

か
の

書
面

に
よ

る
終

了
の

意
思

表
示

が
な

い
限

り
そ

の
効

力
を

継
続

す
る

。
 

 

 
 

（
協

議
）

 

第
14
条

 
こ

の
協

定
に

定
め

が
な

い
事

項
及

び
こ

の
協

定
に

定
め

る
事

項
に

関
し

て
疑

義
が

生
じ

た
場

合
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え

決
定

す
る

。
 

 

附
則

 
 

平
成

1
8
年

1
2
月

１
日

に
締

結
し

た
災

害
時

に
お

け
る

応
急

対
策

活
動

用
資

機
材

等
の

確
保

に
関

す
る

協
定

は
、

こ
れ

を
廃

止
す

る
。

 

   
こ

の
協

定
の

締
結

を
証

す
る

た
め

、
本

書
２

通
を

作
成

し
、

甲
乙

記
名

押
印

の
う

え
各

１

通
を

保
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  平
成

2
9
年

１
月

2
3
日

 

   
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
甲

 
 
横

浜
市

中
区

日
本

大
通

１
 

  
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
神

奈
川

県
知

事
 

 
 

黒
 

岩
 

 
祐

 
治

 

   
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
乙

 
 
横

浜
市

神
奈

川
区

栄
町

２
－

１
０

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ア

ー
ル

・
ケ

ー
プ

ラ
ザ

横
浜

Ⅲ
 

1
1
0
3
号

 

 

一
般

社
団

法
人

日
本

建
設
機

械
レ

ン
タ
ル

協
会

神
奈

川
支

部
 

 
 
支

部
長

 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
金

 
子

 
 

眞
紀

子
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災
害
時
に

お
け

る
災

害
応

急
対

策
業
務

及
び
 

建
設
資
材

調
達

に
関

す
る

包
括

的
協
定

書
 

   
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
長
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
並
び
に
茨
城

県
知

事
、
栃

木
県
知

事
、
群

馬
県
知
事
、

埼
玉

県
知
事
、
千
葉
県
知
事

、
東
京

都
知
事
、
神

奈
川
県

知
事

、
山

梨
県
知

事
、
長

野
県

知

事
、
さ
い
た

ま
市

長
、
千
葉
市
長
、
横
浜

市
長
、

川
崎
市
長
、

相
模
原

市
長

、
独

立
行
政

法
人
水

資
源

機

構
理
事
長
、

東
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社

関
東
支

社
長
、
中
日

本
高
速

道
路

株
式

会
社
東

京
支
社

長
、

中

日
本
高
速
道

路
株

式
会
社
八
王
子
支
社
長

及
び
首

都
高
速
道
路

株
式
会

社
代

表
取

締
役
社

長
（
以

下
こ

れ

ら
を
総
称
し
て
「
乙
」
と
い
う
。
）
と
一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連

合
会
関
東
支
部

長
（

以
下
「
丙
」
と

い
う
。）

は
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
業
務
及
び
建
設
資
材
等
の

調
達
（

以
下
「

業
務
等
」
と
い

う
。
）
に
関
し
、
次
の
と
お
り
包
括
的
協
定
を
締
結
す
る
。
 

 （
目
的
）
 

第
１
条

 
 

本
協

定
は
、
地
震
・
大
雨
等

の
異
常

な
自
然
現
象

等
に
よ

り
生

ず
る

災
害
及

び
予
測

で
き

な

い
災
害
が
発
生
、
又

は
そ

の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
直
ち
に

災
害

が
発

生
す
る

お
そ
れ
が

あ
る

場
合

（
以
下
「
災
害
時
」
と
い
う
。）

に
行
う
業
務
等
に
必
要
な
事

項
を
定
め
、
被
害
の

拡
大
防

止
と

被
災
施
設

の
早
期
復
旧
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 （
業
務
等
の
対
象
）
 

第
２
条

 
 

業
務

等
の
対
象
は
、
甲
若
し

く
は
甲

の
所
掌
す
る

事
務
所

及
び

管
理

所
（
以

下
「
甲

の
事

務

所
等
」
と
い
う
。）

の
長
又
は
乙
若
し
く
は
乙
の
所
掌
す
る
地

方
機
関
及
び

事
務

所
等
（
以
下
「
乙

の
地
方
機

関
等
」
と
い
う
。）

の
長
が
、
管
理
中
又
は
施
工
中

の
公
共
施
設
（
高
速

道
路
会

社
に

あ
っ
て
は

自
社
施
設
を
含
む
。）

と
す
る
。
 

 
 
 

２
 
前
項

に
規
定
す
る
対
象
以
外

で
あ
っ

て
も
、
甲
若

し
く
は

甲
の

事
務

所
等
の

長
又
は

乙
若

し

く
は
乙
の
地
方
機
関

等
の

長
が
、
特

に
必
要
と
判
断
し

、
第

３
条

、
第
４

条
又
は
第

６
条

の
規

定
に
よ
り
、
丙
に
業

務
等

を
要
請
し

た
場
合
は
、
丙
及

び
丙

の
会

員
は
、

特
別
な
理

由
が

あ
る

場
合
を
除

き
、
こ
れ
に
応
じ
る
も
の
と
す
る
。
 

 （
災
害
応
急
対
策
業

務
）
 

第
３
条

 
 

甲
又

は
乙
は
、
災
害
時
に
、

必
要
と

認
め
る
と
き

は
、
被

災
状

況
に

応
じ
て

、
丙
に

災
害

応

急
対
策
業

務
の
実
施
を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
 

２
 
甲
又

は
乙
は
、
前
項
の
規
定

に
よ
り

災
害
応
急
対

策
業
務

の
実

施
に

向
け
て

出
動
を

要
請

す

る
丙
の
会
員
を
特
定

す
る

た
め
、
別

に
定
め
る
様
式
に

よ
り

、
丙

の
会
員

の
使
用
可

能
な

建
設

機
械
、
資
材
の
状
況

、
作

業
可
能
人

員
に
関
す
る
情
報

等
（

以
下

「
資
機

材
及
び
人

員
に

関
す

４
－
７
－
（
2
0）

 

（
危
機
管
理
防
災
課
）
 

る
情
報
」

と
い

う
。）

の
収
集
及

び
報
告
を
、

丙
に

要
請
す
る
も

の
と
す
る
。
 

３
 
丙

は
、

前
項

の
規

定
に
よ

り
要

請
を
受

け
た
と

き
は

、
速

や
か

に
、

第
１
項

の
規
定

に
よ

り

要
請

を
受

け
た

災
害
応
急

対
策

業
務
に

応
じ

る
た

め
の
丙
の

会
員

の
資
機

材
及

び
人

員
に

関
す

る
情
報
を

収
集

し
、
当
該
要
請

を
し
た
甲
又

は
乙

に
報
告
す
る

も
の
と
す
る
。
 

た
だ

し
、

関
東
地

方
整

備
局
管

内
（

茨
城

県
、

栃
木

県
、
群

馬
県

、
埼
玉
県

、
千

葉
県
、

東

京
都

、
神

奈
川

県
、
山
梨

県
及

び
長
野

県
）

で
震

度
６
弱
以

上
の

地
震
が

発
生

し
た

場
合

、
丙

は
、

前
項

の
規

定
に
よ
ら

ず
、

資
機
材

及
び

人
員

に
関
す
る

情
報

の
収
集

を
開

始
す

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

 
４

 
甲
又

は
乙
は

、
前

項
の

規
定
に
よ

り
報
告

を
受

け
た
丙

の
会
員

の
資

機
材
及

び
人
員

に
関

す

る
情

報
に

よ
り

、
災
害
応

急
対

策
業
務

を
実

施
す

る
丙
の
会

員
を

特
定
し

、
出

動
を

要
請

す
る

も
の
と
す

る
。
 

 
 

 
５

 
甲
又

は
乙
は

、
前

項
の

規
定
に
よ

り
出
動

を
要

請
す
る

丙
の
会

員
を

特
定
し

た
場
合

は
、

そ

の
内
容
を

丙
に

通
知
す
る
も
の

と
す
る
。
 

 
 

 
６

 
丙
の

会
員
は

、
甲

又
は

乙
か
ら
第

４
項
の

規
定

に
よ
り

出
動
の

要
請

が
あ
っ

た
場
合

、
出

来

る
限

り
速

や
か

に
、
甲
若

し
く

は
甲
の

事
務

所
等

の
長
又
は

乙
若

し
く
は

乙
の

地
方

機
関

等
の

長
の
指
示

に
よ

り
、
災
害
応
急

対
策
業
務
を

実
施

す
る
も
の
と

す
る
。
 

 （
建

設
資
材
等
調
達

）
 

第
４

条
 

 
甲
又

は
乙
は

、
災

害
時

に
、
必
要

と
認
め

る
と

き
は
、

被
災
状

況
に

応
じ
て

、
別
に

定
め

る

様
式
に
て
、
丙
に

建
設
資
材
等
の
調
達
（
以
下

「
調

達
」
と
い
う
。
）
を
要
請
で
き

る
も
の

と
す

る
。
 

２
 
丙

は
、

前
項

の
規

定
に
よ

り
要

請
を
受

け
た
と

き
は

、
速

や
か

に
建

設
資
材

等
の
在

庫
情

報

を
収
集
し

、
甲

及
び
当
該
要
請

を
し
た
乙
に

報
告

す
る
も
の
と

す
る
。
 

３
 
甲

又
は

乙
は

、
前

項
の
規

定
に

よ
り
報

告
さ
れ

る
建

設
資

材
の

在
庫

情
報
に

よ
り
、

丙
に

調

達
の
具
体

的
な

内
容
を
指
示
す

る
も
の
と
す

る
。
 

 
 

 
４

 
丙
は

、
前
項

の
規

定
に

よ
り
調
達

の
指
示

を
受

け
た
と

き
は
、

出
来

る
限
り

速
や
か

に
、

甲

若
し

く
は

甲
の

事
務
所

等
の
長

又
は
乙

若
し

く
は

乙
の
地
方

機
関

等
の
長

の
指
示

す
る

場
所

へ
、

調
達
し
た

建
設

資
材
等
を
運
搬

す
る
も
の
と

す
る

。
 

 

（
連

絡
体
制
の
整
備

等
）
 

第
５

条
 
 
甲
、
乙

及
び

丙
は
、

緊
急

時
の
連
絡
体
制

（
丙

の
会
員

へ
の

緊
急
時
の
連
絡

体
制
を
含
む
。）

を
整
え
る

も
の

と
し
、
そ
の
連

絡
体
制
表
を

保
有

す
る
も
の
と

す
る
。
 

 
 

 
２

 
丙
は

、
丙
の

会
員

へ
の

連
絡
体
制

及
び
丙

の
会

員
が
有

す
る
技

術
者

、
建
設

機
械
、

建
設

資

材
等
（
以
下
「
要

員
・
資
機
材
等
」
と
い
う

。）
の
数

を
把
握

し
、

ま
た
、
災
害
時

に
お
け

る
建

設
資

機
材

等
の

確
保
、
運

搬
及

び
人
員

確
保

の
方

法
に
つ
い

て
定

め
、
毎

年
４

月
末

ま
で

に
甲

及
び
乙
に

報
告

す
る
も
の
と
す

る
。
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３
 
丙
の

会
員
は
、
災
害
時
に
お

い
て
迅

速
に
業
務
等

が
で
き

る
よ

う
、

要
員
・

資
機
材

等
の

確

保
に
努
め
、
前
項
の

報
告

に
大
幅
な

変
更
が
生
じ
た
場

合
は

丙
を

通
じ
て

速
や
か
に

甲
及

び
乙

に
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。
 

 （
大
規
模
災
害
時
等

の
場
合
）
 

第
６
条

 
 

甲
は

、
複
数
の
都
県
又
は
政

令
指
定

都
市
に
わ
た

る
広
域

的
な

大
規

模
災
害

が
発
生

又
は

発

生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
（
以
下
「
大
規
模
災
害
時
等
」

と
い

う
。）

は
、
第
３
条
及
び
第

４

条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず

、
乙
が
行

う
丙
へ
の
要
請
に

対
し

て
、

秩
序
あ

る
業
務
の

遂
行

の
た

め
必
要
な

調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
 
 
 

こ
の

場
合
、
乙
が
第
３
条
及

び
第
４

条
の
規
定
に

よ
り
行

う
丙

へ
の

要
請
は

、
甲
を

通
じ

て

一
元
的
に
行
う
も
の

と
す

る
。
な
お

、
甲
又
は
丙
は
、

乙
の

業
務

等
の
要

請
を
一
元

的
に

行
う

場
合
は
乙

に
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
 

２
 
前
項

の
規
定
に
よ
り
甲
が
一

元
的
に

実
施
を
要
請

す
る
業

務
等

に
つ

い
て
は

、
関
係

す
る

乙

又
は
乙
の
地
方
機
関

等
の

長
が
、
第

３
条
第
６
項
並
び

に
第

４
条

第
３
項

及
び
第
４

項
の

指
示

を
行
う
も

の
と
す
る
。
 
 
 
 
 

 （
本
協
定
の
効
力
）
 

第
７
条

 
 

本
協

定
は
、
甲
若
し
く
は
甲

の
事
務

所
等
又
は
乙

若
し
く

は
乙

の
地

方
機
関

等
と
丙

が
締

結

す
る
同
じ
目
的
の
協

定
を

妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
が
、

大
規

模
災

害
時
等

に
お
い
て

は
、

本
協

定
を
優
先
す
る
も
の

と
し

、
甲
は
、

第
６
条
の
規
定
に

よ
り

必
要

な
調
整

を
行
う
こ

と
が

で
き

る
も
の
と

す
る
。
 

 
 
 
 
 

ま
た

、
本
協
定
は
、
甲
若
し

く
は
甲

の
事
務
所
等

又
は
乙

若
し

く
は

乙
の
地

方
機
関

等
が

締

結
す
る
他
団
体
と
の

同
じ

目
的
の
協

定
（
災
害
応
急
対

策
業

務
等

に
関
す

る
協
定
）

を
妨

げ
る

も
の
で
は

な
い
。
 

 （
契
約
の
締
結
）
 

第
８
条

 
 

甲
若

し
く
は
甲
の
事
務
所
等

の
長
及

び
乙
若
し
く

は
乙
の

地
方

機
関

等
の
長

は
、
第

３
条

の

規
定
に
よ
り
丙
の
会

員
に

出
動
を
要

請
し
た
と
き
は
、

遅
滞

な
く

、
丙
の

会
員
と
当

該
出

動
の

内
容
に
係
る
契
約
を

締
結

す
る
も
の

と
し
、
第
４
条
の

規
定

に
よ

り
丙
に

調
達
を
要

請
し

た
と

き
は
、
遅

滞
な
く
、
丙
と
当
該
調
達
の
内
容
に
係
る
契
約
を
締

結
す
る
も
の
と

す
る

。
 

 
 
 

２
 
第
６

条
の
規
定
に
よ
り
甲
が

一
元
的

に
丙
に
要
請

し
た
乙

の
業

務
等

に
つ
い

て
は
、

業
務

等

を
必
要
と
し
た
乙
若

し
く

は
乙
の
地

方
機
関
等
の
長
が

、
遅

滞
な

く
、
当

該
業
務
に

係
る

契
約

を
丙
の
会

員
と
締
結
す
る
も
の
と
し
、
調
達
に
つ
い
て
は
丙

と
契
約
を
締

結
す

る
も
の
と
す

る
。 

 （
訓
練
の
実
施
）
 

第
９
条

 
 

甲
、

乙
又
は
丙
は
、
防
災
訓

練
の
参

加
依
頼
が
あ

っ
た
場

合
に

は
、

可
能
な

限
り
参

加
す

る

も
の
と
し
、
甲
、

乙
、
丙
相
互
の
ス
キ

ル
ア

ッ
プ
及
び
協
力

体
制
の
充
実

･強
化
を
図
る
も
の

と

す
る
。
 

 （
有

効
期
限
）
 

第
1
0
条
 
 

本
協

定
の
有
効
期
間

は
、

協
定
締
結
日
か

ら
平

成
３
１

年
３

月
３
１
日
ま
で

と
す
る
。
 

た
だ
し
、
期

間
満

了
の

1
ヶ
月
前

ま
で

に
甲
、
乙
又
は
丙
の
い

ず
れ

か
ら
も
申
出
の

な
い

時
は
、

本
協
定
の

有
効

期
間
を
更
に
１

年
間
延
長
す

る
も

の
と
し
、
そ

の
後
も
同
様
と

す
る

。
 

 （
損

害
の
報
告
）
 

第
1
1
条
 
 

丙
又

は
丙
の
会
員
は

、
業

務
等
の
実
施
に

伴
い

、
第
三

者
に

損
害
を
及
ぼ
し

た
場
合
又
は
 

人
員

及
び

建
設

資
機
材
等

に
損

害
が
生

じ
た

場
合

は
、
そ
の

事
実

の
発
生

後
、

遅
滞

な
く

、
書

面
に

よ
り

、
そ

の
状
況
に

つ
い

て
、
当

該
業

務
等

を
要
請
し

た
機

関
に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

措
置

に
つ

い
て
当
該

業
務

等
を
要

請
し

た
機

関
と
協
議

し
て

、
定
め

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

第
６

条
の

規
定
に
よ

り
甲

が
一
元

的
に

丙
に

要
請
し
た

業
務

等
に
つ

い
て

は
、

当
該

業
務

等
を

必
要

と
し

た
乙
又
は

乙
の

地
方
機

関
等

の
長

に
対
し
て

同
様

の
報
告

及
び

協
議

を
行

う
も

の
と
す
る

。
 

 （
そ

の
他
）
 

第
1
2
条
 
 

本
協

定
に
定
め
の
な

い
事

項
又
は
本
協
定

に
疑

義
が
生

じ
た

と
き
は
、
そ
の

都
度
、
甲
、
乙

及
び
丙
が

協
議

し
て
こ
れ
を
定

め
る
も
の
と

す
る

。
 

 

本
協

定
の
証

と
し
て

、
本
書
２

１
通

を
作

成
し

、
甲
、

乙
及

び
丙

が
記

名
捺

印
の
上

、
各

々
１

通
を

保

有
す

る
も
の
と
す
る

。
 

  

平
成

３
０

年
３
月
２
８
日
 

  

甲
 
埼
玉
県
さ

い
た

ま
市
中
央
区

新
都
心
２
－
１
 

国
土
交
通

省
 

関
東
地
方
整
備

局
長
 
 
 

 
 
 

  
 
 泊

 
 
 
宏
 

   

乙
 
茨
城
県
水

戸
市

笠
原
町
９
７

８
番
６
 

茨
 
城
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

大
井
川
 
和

 
彦
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 栃
木
県
宇
都
宮
市
塙
田
１
丁
目
１
番
２
０
号
 

栃
 
木
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

福
 
田
 
富

 
一
 

  群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
１
丁
目
１
番
１
号
 

群
 
馬
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
 
澤
 
正

 
明
 

  埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
丁
目
１

５
番

１
号
 

埼
 
玉
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
 
田
 
清

 
司
 

  千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号
 

千
 
葉
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鈴
 
木
 
栄

 
治
 

  東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
丁
目
８
番
１
号
 

東
 
京
 都

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小
 
池
 
百

合
子
 

  神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
１
 

神
 
奈
 川

 県
 
知
 事

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
黒
 
岩
 
祐
 

治
 

  山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目
６
番
１
号
 

山
 
梨
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

後
 
藤
 
 
 
斎
 

  長
野
県
長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２

番
地

の
２
 

長
 
野
 県

 知
 
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

阿
 
部
 
守

 
一
 

  埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
６
丁
目
４

番
４

号
 

さ
 
い
 た

 ま
 
市
 長

 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
清
 
水
 
勇
 

人
 

 

 千
葉
県
千

葉
市

中
央
区
千
葉
港

１
番
１
号
 

千
 
葉
 市

 長
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
熊

 
谷
 
俊
 

人
 

  神
奈
川
県

横
浜

市
中
区
港
町
１

番
１
号
 

横
 
浜
 市

 長
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
林

 
 
文
 
子
 

  神
奈
川
県

川
崎

市
川
崎
区
宮
本

町
１
番
地
 

川
 
崎
 市

 長
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
福

 
田
 
紀
 

彦
 

  神
奈
川
県

相
模

原
市
中
央
区
中

央
２
丁
目
１

１
番

１
５
号
 

相
 
模
 原

 市
 
長
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
加
 
山
 
俊
 

夫
 

  埼
玉
県
さ

い
た

ま
市
中
央
区
新

都
心
１
１
番

地
２
 

独
立
行
政

法
人

水
資
源
機
構
 理

事
長
 
 
 
 
 甲

 
村
 
謙
 

友
 

  埼
玉
県
さ

い
た

ま
市
大
宮
区
桜

木
町
１
丁
目

１
１

番
地
２
０
 

東
日

本
高

速
道
路
株
式
会

社
 

関
東
支

社
長

 
 
 
髙
 
橋

 
知
 
道
 

  東
京
都
港

区
虎

ノ
門
４
丁
目
３

番
１
号
 

中
日

本
高

速
道
路
株
式
会

社
 

東
京
支

社
長

 
 
 
源
 
島

 
良
 
一
 

  東
京
都
八

王
子

市
宇
津
木
町
２

３
１
番
地
 

中
日

本
高

速
道
路
株
式
会

社
 八

王
子
支

社
長

 
  

野
 
口
 

英
 
正
 

  東
京
都
千

代
田

区
霞
が
関
１
丁

目
４
番
１
号
 

首
都
高
速
道
路

株
式

会
社
 代

表
取

締
役
社
長
 
 
 
 
宮
 
田
 

年
 

耕
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丙
 
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
２
－
５
－
１
 
東
京

建
設

会
館
 

一
般
社
団
法
人
 
日
本
建
設
業
連
合
会
 関

東
支
部
長
 
大
 
嶋

 
匡
 
博
 

  

   

 

 

災
害
時
に
お
け
る
物
資
輸
送
等
に
関
す
る
協
定
書
 

 

神
奈
川
県
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。）

と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。）

は
、
地
震
そ
の
他
の

災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
（
以
下
「
災
害
時
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
物
資
輸
送
及
び
物

資
拠
点
施
設
の
運
営
等
に
関
し
、
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。
 

 （
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
協
定
は
、災

害
時
に
お
い
て
、甲

乙
間
の
効
果
的
な
協
力
体
制
を
迅
速
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

甲
が
乙
に
対
し
て
行
う
貨
物
自
動
車
に
よ
る
物
資
輸
送
等
の
支
援
協
力
の
要
請
そ
の
他
甲
乙
間
に
お
け
る
協
力

事
項
に
関
し
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 （

協
力
の
内
容
）
 

第
２
条
 
災
害
時
に
お
い
て
、甲

が
乙
に
対
し
、次

の
事
項
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

乙
は
、
甲
の
要
請
に
基
づ
き
可
能
な
限
り
要
請
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

防
災
備
蓄
品
、
救
援
物
資
そ
の
他
の
必
要
な
物
資
を
避
難
所
、
市
町
村
の
拠
点
等
へ
配
送
す
る
こ
と
 

(2
) 

物
資
拠
点
施
設
等
へ
の
、
人
員
の
派
遣
、
機
材
の
提
供
な
ど
の
運
営
補
助
等
を
す
る
こ
と
 

(3
) 

乙
が
使
用
可
能
な
施
設
に
お
い
て
救
援
物
資
そ
の
他
の
必
要
な
物
資
を
受
入
、
保
管
す
る
こ
と
 

(4
) 

甲
の
物
資
輸
送
に
係
る
計
画
等
の
作
成
に
関
係
機
関
と
と
も
に
協
力
す
る
こ
と
 

(5
) 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
甲
が
必
要
と
す
る
事
項
 

２
 
甲
は
、
災
害
時
に
お
い
て
乙
が
前
項
に
規
定
す
る
要
請
に
協
力
す
る
際
に
は
、
乙
の
輸
送
業
務
の
継
続
に
配
慮

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
協
力
要
請
の
手
続
き
）
 

第
３
条
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
要
請
は
、
物
資
輸
送
及
び
物
資
拠
点
施
設
の
運
営
等
に
関
す
る
要
請
書
を
も

っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
口
頭
で
協
力
を
要
請
し
、
そ
の
後
速
や
か
に
要
請

書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
乙
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
と
き
は
、
甲
に
対
し
て
速
や
か
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
乙
が
被
災
等
に
よ
り
支
援
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

 
 （

事
故
等
）
 

第
４
条
 
乙
の
提
供
し
た
貨
物
自
動
車
が
、
故
障
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
物
資
等
の
輸
送
を
中
断
し
た
と
き
は
、
乙

は
、
速
や
か
に
代
替
の
貨
物
自
動
車
を
手
配
の
う
え
、
そ
の
輸
送
を
継
続
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
貨
物
自
動
車
の
手
配
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、
甲
に
速
や
か
に
連
絡
を
行
い
、

甲
の
指
示
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 （

報
告
）
 

第
５
条
 
乙
は
、
甲
の
要
請
を
受
け
て
実
施
し
た
支
援
内
容
に
つ
い
て
、
実
績
報
告
書
に
よ
り
甲
に
報
告
す
る
も
の

４
－
７
－
（
21
）
 

（
危
機
管
理
防
災
課
）
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と
す
る
。
 

 

（
費
用
の
負
担
）
 

第
６
条
 
乙
が
第
２
条
に
規
定
す
る
協
力
内
容
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
甲
の
負
担
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
う
え
都
度
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 （

費
用
の
請
求
及
び
支
払
い
）
 

第
７
条
 
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
甲
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
甲
は
、
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
速
や
か
に
そ
の
費
用
を
乙
に
支
払
う
も
の
と

す
る
。
 

 

（
従
事
者
の
損
害
補
償
）
 

第
８
条
 
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
に
従
事
し
た
乙
及
び
乙
の
従
業
員
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
関
す
る

損
害
補
償
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和

22
 年

法
律
第

50
 号

）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
の
ほ
か
、
原
則
と
し
て
、
自
ら
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
第
三
者
へ
の
損
害
賠
償
責
任
）
 

第
９
条
 
乙
及
び
乙
の
従
業
員
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
の
実
施
中
に
自
ら
の
責
に
帰
す
る
理
由
に
よ
り
第
三

者
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
そ
の
賠
償
の
責
を
負
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
乙
及
び
乙
の
従
業
員
が
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
の
実
施
中
に
自
ら
の
責
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
第
三
者
 

に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
乙
は
そ
の
事
実
の
発
生
後
遅
滞
無
く
そ
の
状
況
等
を
文
書
に
よ
り
甲
に
報
告
し
、
そ

の
処
置
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
連
絡
責
任
）
 

第
１
０
条
 
甲
及
び
乙
は
、
支
援
活
動
に
関
す
る
事
項
の
伝
達
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
連
絡
先
、
連
絡
責
任
者
及
び

連
絡
担
当
者
を
定
め
、
相
互
に
担
当
者
連
絡
票
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
甲
及
び
乙
は
、
前
項
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
相
手
方
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
情
報
交
換
）
 

第
１
１
条
 
甲
及
び
乙
は
、
こ
の
協
定
が
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
平
素
か
ら
必
要
に
応
じ
、
情
報
の
交
換
を
行

う
も
の
と
す
る
。
 

 

（
有
効
期
間
）
 

第
１
２
条
 
こ
の
協
定
は
、
協
定
締
結
の
日
か
ら
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
甲
乙
い
ず
れ
か
ら
も
文
書
を
も
っ
て

協
定
終
了
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
そ
の
効
力
を
継
続
す
る
も
の
と
す
る
。
 

  

 

 

（
協
議
）
 

第
１
３
条
 
こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事
項
及
び
こ
の
協
定
に
関
し
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
甲
乙
協
議

し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 以

上
、
こ
の
協
定
の
締
結
を
証
す
る
た
め
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
乙
署
名
の
う
え
、
各
自
１
通
を
保
有
す
る

も
の
と
す
る
。
 

  

平
成
３
０
年
１
１
月
２
０
日
 

 

甲
 
神
奈
川
県
 
く
ら
し
安
全
防
災
局
長
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

乙
 
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
 
南
関
東
支
社
 
副
支
社
長
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災
害
時
に
お
け
る
物
資
輸
送

等
に
関
す

る
協

定
書

 

  
神

奈
川

県
(以

下
「

甲
」

と
い

う
。

)と
佐

川
急

便
株

式
会

社
(
以

下
「

乙
」

と
い

う
。

)は
、

地
震

そ
の

他
の

災

害
が

発
生

し
、

ま
た

は
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

(以
下

「
災

害
時

」
と

い
う

。
)
に

お
け

る
物

資
輸

送
及

び
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

の
運

営
等

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 (
趣

旨
) 

第
１

条
 

 
本

協
定

は
、

災
害

時
に

お
い

て
、

被
災

者
の

生
活

の
安

定
を

図
る

た
め

に
必

要
な

食
料

及
び

生
活

必

需
品

等
の

物
資

の
安

定
供

給
に

つ
い

て
、

甲
乙

間
の

効
果

的
な

協
力

体
制

を
迅

速
に

構
築

す
る

こ
と

を

目
的

と
し

て
、

甲
が

乙
に

対
し

て
行

う
物

資
輸

送
及

び
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

の
運

営
等

の
協

力
要

請

手
続

等
に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 (
用

語
の

定
義

) 

第
２

条
 

 
本

協
定

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

の
定

め
る

と
こ

ろ

に
よ

る
。

 

(１
) 

「
物

資
」

と
は

、
災

害
時

に
お

い
て

、
甲

が
必

要
に

応
じ

て
調

達
す

る
物

資
、

国
や

地
方

公
共

団
体

等
か

ら
提

供
さ

れ
る

物
資

そ
の

他
の

甲
の

責
任

に
お

い
て

調
達

、
保

管
、

輸
送

す
る

物
資

を

い
う

。
 

(２
) 

「
物

資
集

積
・
搬

送
拠

点
」
と

は
、
災

害
時

に
お

い
て

、
物

資
の

荷
卸

し
、
仕

分
け

、
登

録
、
保

管
、

分
配

及
び

積
込

み
(以

下
「

荷
役

作
業

」
と

い
う

。
)並

び
に

配
送

等
の

拠
点

と
な

る
施

設
を

い
う

。
 

(３
) 

「
避

難
所

等
」

と
は

、
物

資
の

配
達

先
と

な
る

神
奈

川
県

内
の

避
難

所
又

は
甲

が
指

定
す

る
物

資
の

供
給

場
所

等
を

い
う

。
 

 

(
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

の
設

置
等

) 

第
３

条
 

 
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

の
設

置
場

所
は

、
災

害
時

に
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

と
し

て
甲

が
指

定
す

る

施
設

の
ほ

か
、

甲
の

要
請

に
基

づ
き

、
乙

又
は

乙
の

関
係

団
体

が
提

供
す

る
施

設
と

す
る

。
 

２
 

 
甲

は
、

神
奈

川
県

内
に

お
け

る
物

資
の

供
給

体
制

が
整

う
な

ど
、

荷
役

作
業

及
び

配
送

等
の

必
要

性

が
低

下
し

た
場

合
は

、
状

況
を

勘
案

し
な

が
ら

、
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

を
閉

鎖
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 (
協

力
の

要
請

) 

第
４

条
 

 
甲

は
、

乙
に

対
し

て
次

の
各

号
に

掲
げ

る
業

務
に

つ
い

て
、

様
式

１
に

よ
り

協
力

を
要

請
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

た
だ

し
、

文
書

に
よ

り
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
場

合
に

は
、

口
頭

に
よ

る
も

の
と

し
、

そ
の

後
速

や
か

に
文

書
を

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(１
) 

物
資

集
積

・
搬

送
拠

点
、

避
難

所
等

へ
の

物
資

の
配

送
計

画
の

策
定

及
び

配
送

の
実

施
 

(２
) 

配
送

時
に

お
け

る
被

災
者

の
物

資
ニ

ー
ズ

の
収

集
 

(３
) 

甲
か

ら
指

示
の

あ
っ

た
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

に
お

け
る

荷
役

作
業

の
実

施
 

　
　
４
－
７
－
(2

2
)

（
危

機
管
理

防
災
課

）
(４

) 
荷

役
作

業
に

必
要

な
人

員
及

び
機

材
の

提
供

 

２
 

 
甲

は
、

物
資

輸
送

及
び

物
資

集
積

・
搬

送
拠

点
の

運
営

等
を

実
施

す
る

う
え

で
、

必
要

と
認

め
る

と

き
は

、
様

式
１

に
よ

り
、

乙
に

対
し

物
資

輸
送

及
び

物
資

集
積

・
搬

送
拠

点
の

運
営

等
に

関
す

る
助

言

等
を

行
う

要
員

の
派

遣
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 (
要

請
に

基
づ

く
業

務
実

施
) 

第
５

条
 

 
乙

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
り

甲
の

要
請

が
あ

っ
た

場
合

は
、

可
能

な
限

り
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

乙
が

被
災

等
に

よ
り

協
力

が
困

難
と

判
断

し
た

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

 (
報

告
) 

第
６

条
 

 
乙

は
、
前

条
の

規
定

に
よ

り
業

務
を

行
っ

た
場

合
は

、
様

式
２

に
よ

り
甲

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

文
書

を
も

っ
て

報
告

す
る

い
と

ま
が

な
い

場
合

に
は

、
口

頭
に

よ
る

も
の

と
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

に
よ

り
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

 
甲

及
び

乙
は

、
前

２
条

及
び

前
項

の
規

定
に

よ
り

、
要

請
、

業
務

実
施

、
報

告
し

た
内

容
に

変
更

が

生
じ

た
場

合
は

、
そ

の
都

度
、

変
更

内
容

を
相

互
に

文
書

に
よ

り
通

知
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 (
経

費
の

負
担

及
び

請
求

等
) 

第
７

条
 

 
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

に
要

し
た

経
費

は
、

甲
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

 
甲

が
負

担
す

る
経

費
の

価
格

は
、

法
令

そ
の

他
で

定
め

が
あ

る
も

の
を

除
き

、
甲

乙
協

議
の

う
え

決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

 
甲

は
、

乙
か

ら
第

１
項

の
経

費
に

つ
い

て
適

法
な

支
払

請
求

を
受

け
た

と
き

は
、

乙
に

対
し

速
や

か

に
支

払
い

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

(
事

故
等

) 

第
８

条
 

 
乙

は
、

本
協

定
に

基
づ

く
業

務
の

実
施

に
際

し
、

事
故

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

甲
に

対
し

て
文

書

に
よ

り
報

告
し

、
甲

乙
協

議
の

う
え

、
適

切
な

措
置

を
講

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

た
だ

し
、

文
書

を
も

っ
て

報
告

す
る

い
と

ま
が

な
い

場
合

に
は

、
口

頭
に

よ
る

も
の

と
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

文
書

に
よ

り
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 (
損

害
の

負
担

) 

第
９

条
 

 
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

に
よ

り
生

じ
た

損
害

の
負

担
は

、
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

。
 

た
だ

し
、

乙
の

責
め

に
帰

す
る

理
由

に
よ

り
生

じ
た

損
害

の
負

担
は

、
乙

が
負

う
も

の
と

す
る

。
 

 (
補

償
) 

第
１

０
条

 
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

に
起

因
す

る
乙

の
従

業
員

の
死

亡
、

負
傷

又
は

疫
病

の
災

害
補

償
に

つ
い

て

は
、

乙
が

行
う

も
の

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
甲

の
責

に
帰

す
る

べ
き

事
由

に
よ

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
機

密
の

保
持

及
び

情
報

提
供

)
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第
１

１
条

 
甲

及
び

乙
は

、
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

上
知

り
得

た
秘

密
を

他
人

に
漏

ら
し

、
又

は
利

用
し

て
は

な

ら
な

い
。

業
務

終
了

又
は

解
除

さ
れ

た
後

に
つ

い
て

も
同

様
と

す
る

。
 

ま
た

、
甲

及
び

乙
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

知
り

得
た

災
害

に
関

す
る

情
報

そ
の

他
の

本
協

定
の

目
的

の
達

成
に

必
要

な
情

報
を

互
い

に
提

供
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 (
連

絡
責

任
者

) 

第
１

２
条

 
甲

及
び

乙
は

、
本

協
定

に
基

づ
く

担
当

部
署

を
定

め
る

と
と

も
に

、
連

絡
責

任
者

を
選

任
す

る
も

の

と
す

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

担
当

部
署

及
び

連
絡

責
任

者
を

選
任

し
た

場
合

は
相

互
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 (
平

時
に

お
け

る
取

組
み

) 

第
１

３
条

 
甲

及
び

乙
は

、
本

協
定

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
甲

が
災

害
時

に
備

え
て

行
う

物
資

輸
送

及
び

物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

運
営

等
に

係
る

計
画

策
定

、
訓

練
、

研
修

の
実

施
及

び
必

要
な

情
報

共
有

等
に

関

し
、

平
時

か
ら

連
携

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 (
協

議
) 

第
１

４
条

 
本

協
定

は
、

定
め

の
な

い
事

項
及

び
本

協
定

に
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え

、
決

定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 (
適

用
) 

第
１

５
条

 
本

協
定

は
、

締
結

の
日

か
ら

適
用

し
、

甲
又

は
乙

の
い

ず
れ

か
が

文
書

に
よ

り
本

協
定

の
終

了
を

通

知
し

な
い

限
り

、
そ

の
効

力
は

継
続

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

本
協

定
の

締
結

を
証

す
る

た
め

、
本

協
定

書
を

２
通

作
成

し
、

甲
乙

署
名

の
う

え
、

そ
れ

ぞ
れ

１
通

を
保

有
す

る
。

 

 

平
成

30
年

12
月

1
7
日

 

  

甲
 

 
神

奈
川

県
 

く
ら

し
安

全
防

災
局

長
 

   

乙
 

 
佐

川
急

便
株

式
会

社
 

神
奈

川
支

店
長

 

 

(印
) 

(印
) 

 

 

災
害

時
に

お
け

る
物

資
輸

送
等

に
関

す
る

協
定

書
 

  
神
奈

川
県
(
以
下
「
甲
」

と
い
う
。

)と
日
本

通
運
株
式
会
社
(
以

下
「

乙
」
と

い
う

。
)は

、
地
震
そ

の
他
の
災

害
が
発

生
し

、
ま

た
は
発

生
す
る

恐
れ

が
あ
る

場
合

(
以
下
「
災

害
時

」
と

い
う
。

)
に
お
け
る

物
資

輸
送

及
び

物

資
集
積
・

搬
送

拠
点
の
運
営
等
に

関
し
、
次
の
と

お
り

協
定
を

締
結

す
る
。
 

 (
趣
旨
) 

第
１
条

 
 

本
協

定
は
、

災
害
時

に
お

い
て
、

被
災

者
の
生

活
の
安

定
を

図
る

た
め

に
必

要
な

食
料

及
び

生
活

必

需
品
等
の

物
資

の
安

定
供
給
に

つ
い

て
、

甲
乙
間

の
効

果
的
な

協
力
体

制
を

迅
速

に
構
築
す

る
こ

と
を

目
的
と
し

て
、

甲
が

乙
に
対
し

て
行

う
物

資
輸
送

及
び

物
資
集

積
・
搬

送
拠

点
の

運
営
等
の

協
力

要
請

手
続
等
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め

る
も

の
と
す
る
。
 

 (
用
語
の

定
義
) 

第
２
条

 
 

本
協

定
に
お

い
て
、

次
の

各
号
に

掲
げ

る
用
語

の
意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

の
定

め
る

と
こ

ろ

に
よ
る
。
 

(
１
)
 
「

物
資

」
と

は
、
災

害
時

に
お

い
て

、
甲

が
必
要
に

応
じ

て
調

達
す
る

物
資

、
国
や

地
方
公

共

団
体

等
か

ら
提

供
さ

れ
る

物
資

そ
の
他

の
甲

の
責

任
に

お
い

て
調

達
、
保

管
、

輸
送

す
る

物
資

を

い
う

。
 

(
２
)
 
「

物
資
集
積
・
搬

送
拠

点
」
と
は
、
災
害

時
に
お
い
て

、
物

資
の
荷
卸
し
、
仕
分

け
、
登
録
、
保

管
、

分
配

及
び

積
込

み
(
以
下

「
荷

役
作

業
」

と
い
う

。
)
並

び
に

配
送
等

の
拠

点
と

な
る

施
設

を

い
う

。
 

(
３
)
 
「

避
難

所
等

」
と
は

、
物

資
の

配
達

先
と

な
る
神
奈

川
県

内
の

避
難
所

及
び

甲
が
指

定
す
る

物

資
の

供
給
場
所
等
を

い
う

。
 

 

(
物
資
集

積
・
搬
送
拠
点

の
設
置

等
) 

第
３
条

 
 

物
資

集
積
・

搬
送
拠

点
の

設
置
場

所
は

、
災
害

時
に
物

資
集

積
・

搬
送

拠
点

と
し

て
甲

が
指

定
す

る

施
設
の
ほ
か
、
甲
の
要
請

に
基
づ
き
、

乙
又

は
乙
の
関
係
団

体
が
提
供
す

る
施

設
と
す
る
。
 

２
 

 
甲
は

、
神

奈
川

県
内
に
お

け
る

物
資

の
供

給
体

制
が

整
う

な
ど

、
荷

役
作
業

及
び
配

送
等

の
必
要

性

が
低
下
し
た
場
合
は
、
状

況
を
勘
案
し

な
が

ら
、
物
資
集
積

・
搬
送
拠
点

を
閉

鎖
す
る
も
の

と
す
る
。
 

 (
協
力
の

要
請
) 

第
４
条

 
 

甲
は

、
乙
に

対
し
て

次
の

各
号
に

掲
げ

る
業
務

に
つ
い

て
、

様
式

１
に

よ
り

協
力

を
要

請
す

る
こ

と

が
で
き
る
。
 

た
だ
し

、
文

書
に
よ

り
要

請
す

る
い

と
ま

が
な

い
場
合

に
は

、
口

頭
に

よ
る

も
の

と
し
、

そ
の

後
速

や
か
に
文
書
を
提
出
す
る

も
の
と
す
る

。
 

(
１
)
 
物
資
集
積
・
搬
送

拠
点
、
避
難

所
等

へ
の
物
資
の
配

送
計
画
の
策

定
及

び
配
送
の
実

施
 

(
２
)
 
甲
か
ら
指
示
の
あ

っ
た
物
資
集

積
・

搬
送
拠
点
に
お

け
る
荷
役
作

業
の

実
施
 

(
３
)
 
荷
役
作
業
に
必
要

な
人
員
及
び

機
材

の
提
供
 

４
－
７
－
（
23
）
 

（
危
機
管
理
防
災
課
）
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２
 
 
甲
は
、
物
資
輸
送
及
び
物
資
集
積
・
搬
送
拠
点
の
運
営
等
を
実

施
す

る
う
え

で
、
必

要
と

認
め
る

と

き
は
、
様
式
１

に
よ
り
、
乙
に
対
し
物
資
輸
送
及
び
物
資
集
積

・
搬
送

拠
点

の
運

営
等
に
関

す
る

助
言

等
を
行
う
要
員
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 (
要

請
に
基
づ
く
業
務
実

施
) 

第
５
条
 
 
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
甲
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
可
能
な
限

り
協

力
す
る

も
の

と
す
る
。
 

た
だ
し
、
乙
が
被
災
等
に
よ
り
協
力
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合

は
、

こ
の
限
り
で
は

な
い

。
 

 (
報

告
) 

第
６
条
 
 
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
務
を
行
っ
た
場
合
は
、
様
式
２
に
よ
り

甲
に

報
告
す

る
も

の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
文

書
を
も
っ
て
報
告
す
る
い
と
ま
が
な
い
場
合
に

は
、

口
頭

に
よ

る
も

の
と
し

、
そ

の
後

速
や
か
に
文
書
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
 
甲
及
び
乙
は
、
前
２
条
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
要
請
、
業

務
実

施
、
報

告
し
た

内
容

に
変
更

が

生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
変
更
内
容
を
相
互
に
文
書
に
よ
り
通
知
す

る
も

の
と
す
る
。
 

 (
経

費
の
負
担
及
び
請
求

等
) 

第
７
条
 
 
本
協
定
に
基
づ
く
業
務
に
要
し
た
経
費
は
、
甲
が
負
担
す
る
も
の
と
す

る
。

 

２
 
 
甲
が
負
担
す
る
経
費
の
価
格
は
、
法
令
そ
の
他
で
定
め
が
あ
る

も
の

を
除
き

、
甲
乙

協
議

の
う
え

決

定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
 
甲
は
、
乙
か
ら
第
１
項
の
経
費
に
つ
い
て
適
法
な
支
払
請
求
を

受
け

た
と
き

は
、
乙

に
対

し
速
や

か

に
支
払
い
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

(
事

故
等
) 

第
８
条
 
 
乙
は
、
本
協
定
に
基
づ
く
業
務
の
実
施
に
際
し
、
事
故
等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

甲
に

対
し

て
文

書

に
よ
り
報
告
し
、
甲
乙
協
議
の
う
え
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す

る
。
 

た
だ
し
、
文

書
を
も
っ
て
報
告
す
る
い
と
ま
が
な
い
場
合
に

は
、

口
頭

に
よ

る
も

の
と
し

、
そ

の
後

速
や
か
に
文
書
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 (
損

害
の
負
担
) 

第
９
条
 
 
本
協
定
に
基
づ
く
業
務
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
負
担
は
、
甲
乙
協
議
し

て
定

め
る
。
 

た
だ
し
、
乙
の
責
め
に
帰
す
る
理
由
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
負

担
は

、
乙
が
負
う
も

の
と

す
る
。
 

 (
補

償
) 

第
１
０
条
 
本
協
定
に
基
づ
く
業
務
に
起
因
す
る
乙
の
従
業
員
の
死
亡
、

負
傷

又
は

疫
病

の
災

害
補

償
に

つ
い

て

は
、
乙
が
行
う
も
の
と
す
る
。

 
た
だ
し
、
甲
の
責
に
帰
す
る
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り

で
な
い
。

 
  

 

 (
機
密
の

保
持
及
び
情
報

提
供
)
 

第
１
１

条
 

甲
及

び
乙
は

、
本
協

定
に

基
づ
く

業
務

上
知
り

得
た
秘

密
を

他
人

に
漏

ら
し

、
又

は
利

用
し

て
は

な

ら
な
い
。
業
務
終
了
又
は

解
除
さ
れ
た

後
に

つ
い
て
も
同
様

と
す
る
。
 

ま
た
、

甲
及

び
乙
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

知
り

得
た

災
害
に

関
す

る
情

報
そ

の
他

の
本

協
定
の

目
的

の
達

成
に
必
要
な
情
報
を
互
い

に
提
供
す
る

よ
う

努
め
る
も
の
と

す
る
。
 

 (
連
絡
責

任
者
) 

第
１
２

条
 

甲
及

び
乙
は

、
本
協

定
に

基
づ
く

担
当

部
署
を

定
め
る

と
と

も
に

、
連

絡
責

任
者

を
選

任
す

る
も

の

と
す
る
。
 

２
 

甲
及

び
乙

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
り

担
当

部
署

及
び
連
絡

責
任

者
を

選
任
し

た
場
合

は
相

互
に
通

知

す
る
も
の
と
す
る
。
 

 (
平
時
に

お
け
る
取
組
み

) 

第
１
３

条
 

甲
及

び
乙
は

、
本
協

定
の

目
的
を

達
成

す
る
た

め
、
甲

が
災

害
時

に
備

え
て

行
う

物
資

輸
送

及
び

物

資
集
積
・

搬
送

拠
点

の
運
営
等

に
係

る
計

画
策
定

、
訓

練
、
研

修
の
実

施
及

び
必

要
な
情
報

共
有

等
に

関
し
、
平
時
か
ら
連
携
す

る
よ
う
努
め

る
も

の
と
す
る
。
 

 (
協
議
) 

第
１
４

条
 

本
協

定
は
、

定
め
の

な
い

事
項
及

び
本

協
定
に

疑
義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え

、
決

定

す
る
も
の
と
す
る
。
 

 (
適
用
) 

第
１
５

条
 

本
協

定
は
、

締
結
の

日
か

ら
適
用

し
、

甲
又
は

乙
の
い

ず
れ

か
が

文
書

に
よ

り
本

協
定

の
終

了
を

通

知
し
な
い
限
り
、
そ
の
効

力
は
継
続
す

る
も

の
と
す
る
。
 

 

本
協

定
の

締
結

を
証
す

る
た
め

、
本

協
定
書

を
２

通
作

成
し
、
甲

乙
署

名
の

う
え

、
そ
れ
ぞ

れ
１

通
を

保
有

す

る
。
 

 

平
成

31
年
２
月
１

日
 

  

甲
 

 
神

奈
川
県
 
く
ら

し
安

全
防
災

局
長
 

  

乙
 

 
日

本
通
運
株
式
会

社
 

横
浜
支

店
長
 

 

538



　
　
４
－
７
－
(2

4
)

（
危

機
管
理

防
災
課

）

539
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４
－
７
－
(2

5
)

（
危

機
管
理

防
災
課

）

541
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災
害

時
に

お
け

る
物
資

の
輸

送
・

荷
役

等
に
関

す
る

協
定

 

  

神
奈

川
県
（

以
下
「

甲
」
と

い
う
。
）
と

一
般

社
団

法
人

AZ
-C

O
M

丸
和
・
支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
（

以
下

「
乙
」

と
い

う
。
）
は

、
災

害
が
発

生
し

、
ま

た
は
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

（
以
下
「
災

害
時
」

と
い
う

。
）
に

お
け

る
物

資
の
輸

送
・
荷

役
等

に
関

し
、
次

の
と

お
り

協

定
（
以

下
「

本
協

定
」
と

い
う

。
）

を
締

結
す

る
。
 

 （
目
的

）
 

第
１
条

 
本

協
定

は
、
災
害

時
に

お
い

て
、
甲
か

ら
乙

に
対

し
て

行
う

物
資

の
輸
送

や
荷

役
作

業
等

の
要

請
に

関
し
、
そ

の
手

続
等
に

つ
い

て
定

め
、
も

っ
て

、
災

害
時

応
急

活
動

対
策

及

び
復

旧
・

復
興

対
策
を

円
滑

に
実
施

す
る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 （
支
援

協
力

の
要

請
）
 

第
２
条

 
甲

は
、
前

条
に
規

定
す

る
災

害
時
応

急
活

動
対
策

及
び
復

旧
・
復

興
対
策

の
円

滑
な

実
施

の
た

め
、
物

資
の
輸

送
や

荷
役

作
業
等

が
必

要
で
あ

る
と
認

め
る

と
き
は

、
乙
に

対
し

て
支

援
の

協
力

を
要
請

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

 （
支
援

協
力

の
実

施
）
 

第
３
条

 
乙

は
、
甲

か
ら

前
条

の
要

請
を

受
け

、
こ

れ
を

受
諾

し
た
と

き
は

、
物

資
の

輸
送

や

荷
役

作
業

等
に

つ
い
て

速
や

か
に
対

応
す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項
の

規
定

に
お
い

て
、
甲
は

、
乙

の
会

員
運

送
事
業

者
と
取

引
先

、
委

託
先

、
加

盟
店

等
の

関
係

者
と

の
契

約
上

の
制

限
又

は
業

務
上

の
制

約
等

に
よ

り
乙

の
会

員
運

送
事

業
者

の
協

力
が

困
難

な
場
合

が
あ

る
こ
と

を
考
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

甲
は

、
乙

及
び

乙
の

会
員
運

送
事

業
者
に

よ
る

物
資

の
輸

送
や

荷
役

作
業

等
が

円
滑

に

行
わ

れ
る

よ
う

、
輸

送
ル

ー
ト

の
被

災
状
況

等
に

係
る
情

報
の
提

供
、
支

援
物

資
の
搬

送
車

両
の

円
滑

な
通

行
に

関
す

る
支

援
、

輸
送

の
た

め
の

燃
料

の
確

保
そ

の
他

の
必

要
な

支
援

に
努

め
る

も
の

と
す
る

。
 

 （
支
援

協
力

の
範

囲
）
 

第
４
条

 
甲

が
乙

に
協
力

を
要

請
す
る

業
務
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

（
１
）

物
資

等
の

輸
送
力

の
提

供
 

（
２
）

荷
役

作
業

 

（
３
）

物
資

の
調

達
及
び

供
給

 

（
４
）

物
資

拠
点

の
提
供

及
び

運
営
 

２
 

乙
は
、
第

1
項

の
業

務
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、
物

資
の

輸
送
・
荷

役
等

に
関

す
る

専

門
的

な
知

識
を

有
す
る

者
（

以
下
「

連
絡
調

整
員

」
と

い
う

。
）

を
派

遣
す
る

。
  
４
－
７
－
(2
6)

（
危
機
管
理
防
災
課
）

（
要
請

の
方

法
）

 

第
５
条

 
甲

は
、
第

２
条
の

協
力

が
必

要
で
あ

る
と

判
断
し

た
と
き

は
、
乙

に
対

し
原
則

あ
ら

か
じ

め
定

め
る

様
式
に

よ
り

要
請
す

る
も
の

と
す

る
。
た

だ
し
、
緊

急
を

要
す
る
場

合
は

、

口
頭

に
よ

り
要

請
す
る

も
の

と
し
、

事
後
に

要
請

様
式

を
提

出
す

る
も

の
と

す
る
。

 

２
 

乙
は
、
前

項
の

規
定
に

よ
る

要
請

を
受
け

た
場

合
は
、
乙

が
可

能
と

認
め

る
範

囲
に

お
い

て
、

当
該

要
請

に
基
づ

く
業

務
を
行

う
も
の

と
す

る
。

 

 （
業
務

報
告

）
 

第
６
条

 
乙

は
、
業

務
終

了
後

、
あ

ら
か
じ

め
甲

が
定
め

る
様

式
に
よ

り
、
速

や
か
に

甲
に

業

務
内

容
を

報
告

す
る
。

 

 （
情

報
の
共

有
）

 

第
７

条
 

甲
及

び
乙

は
、

本
協
定

に
基

づ
く
業

務
の

実
施

に
当

た
り

必
要

な
情

報
を

相
互

に

提
供

し
、

共
有

す
る
よ

う
努

め
る
。

 

 （
費
用

の
負

担
及

び
請
求

等
）

 

第
８
条

 
本

協
定

に
基
づ

き
、

乙
が
業

務
の
遂

行
に

要
し

た
費

用
は

、
甲

が
負

担
す
る

。
 

２
 

甲
が
負

担
す

る
費
用

は
、
災

害
発

生
直
前

に
お

け
る
適

正
な
価

格
を

基
準
と

し
、
甲

乙
協

議
の

上
、

定
め

る
も
の

と
す

る
。
 

３
 

乙
は
、

業
務

終
了
後

、
前

項
に
定

め
る
費

用
を

甲
に

請
求

す
る

。
 

４
 

甲
は
、
請

求
を

受
け
て

か
ら

、
政

府
契
約

の
支
払

遅
延
防

止
等

に
関
す

る
法
律
（

昭
和

24

年
法

律
第

2
56

号
）
等

に
基

づ
き
、

遅
滞
な

く
、

乙
に

支
払

う
も

の
と

す
る

。
 

 （
事
故

等
）

 

第
９
条

 
乙

は
、
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

の
実

施
に

際
し

、
事

故
等
が

発
生

し
た
と

き
は
、
甲

に
対

し
て

文
書

に
よ
り

報
告

し
、
甲

乙
協
議

の
う

え
、
適

切
な
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る
。

た
だ

し
、
文

書
を

も
っ
て

報
告

す
る

い
と
ま

が
な

い
場
合

に
は
、
口

頭
に

よ
る
も

の
と

し
、

そ
の

後
速

や
か

に
文
書

に
よ

り
報
告

す
る
も

の
と

す
る

。
 

 （
損
害

補
償

）
 

第
1
0
条

 
本

協
定

に
基
づ

く
業

務
に
従

事
し

た
者
の

負
傷
、
疾

病
、
障

害
又
は

死
亡

に
関

す

る
損

害
補

償
に

つ
い
て

は
、
労

働
者
災

害
補

償
保

険
法
（

昭
和

22
年

法
律

第
5
0
号

）
に

定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
も

の
の

ほ
か
、

原
則
と

し
て

、
自

ら
が

負
担

す
る

も
の

と
す
る

。
 

 （
第
三

者
へ

の
損

害
賠
償

責
任

）
 

第
1
1
条

 
乙

は
、
第

３
条
の

規
定

に
よ

る
業

務
中
に

、
乙

の
責
に

帰
す

る
理

由
に

よ
り

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た
と

き
は

、
そ
の

賠
償
の

責
を

負
う

も
の

と
す

る
。
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２
 

前
項

に
規

定
す

る
第

三
者
へ

の
賠

償
に
つ

い
て

は
、

乙
と

乙
の

会
員

事
業

者
で

協
議

の

上
、

決
定

す
る

。
 

３
 

乙
が

本
協

定
に

基
づ

く
業
務

の
実

施
中
に

自
ら

の
責

に
帰

さ
な

い
理

由
に

よ
り

第
三

者

に
損

害
を

与
え

た
場

合
は

、
乙

は
そ

の
事

実
の

発
生

後
遅

滞
な

く
そ

の
状

況
等

を
文

書
に

よ
り

甲
に

報
告

し
、
そ

の
処

置
に

つ
い

て
は

、
甲

乙
協

議
の

う
え
、
定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
連

絡
体
制

の
確

認
）
 

第
1
2
条

 
甲

及
び

乙
は
、
災

害
時

等
に

本
協

定
が
円

滑
か

つ
迅

速
に

運
用

さ
れ

る
よ
う

、
連

絡
体

制
に

つ
い

て
あ
ら

か
じ

め
定
め

る
も
の

と
す

る
。

 

２
 

甲
乙
そ

れ
ぞ

れ
の
連

絡
体

制
に
変

更
が
生

じ
た

場
合

は
、
そ
の

都
度

、
相
互

に
連

絡
す

る

も
の

と
す

る
。

 

 （
業
務

に
お

け
る

暴
力
団

排
除

）
 

第
1
3
条

 
乙

は
、
そ

の
業

務
に
関

し
、
神
奈

川
県

暴
力
団

排
除

条
例
（
平

成
2
2
年

1
2
月

28

日
神

奈
川

県
条

例
第

75
号

。
以

下
「

条
例

」
と
い

う
。）

第
２

条
第
４

号
の

暴
力

団
員

等

（
以

下
「

暴
力

団
員
等

」
と

い
う

。
）
、
暴

力
団

員
等

が
指
定

し
た
も

の
又

は
条

例
第

２
条

第

５
号

の
暴

力
団

経
営
支

配
法

人
等
（

以
下
「

暴
力

団
経

営
支

配
法

人
等

」
と
い

う
。
）
を

使

用
し

て
は

な
ら

な
い
。

 

２
 

乙
は
、
そ
の

業
務
に

関
し

、
暴

力
団
員

等
、
暴

力
団

員
等

が
指
定

し
た

も
の

又
は

暴
力

団

経
営

支
配

法
人

等
に
対

し
、

条
例
第

2
3
条

第
１
項

に
掲
げ

る
行

為
を
し

て
は
な

ら
な

い
。
 

３
 

乙
は
、
そ

の
業

務
に
関

し
、
条

例
第

2
3
条
第

２
項

に
掲
げ

る
行

為
を
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 （
平
時

に
お

け
る

取
組
み

）
 

第
1
4
条

 
甲

及
び

乙
は
、
本

協
定

の
目

的
を

達
成
す

る
た

め
、
甲

が
災

害
時
に

備
え
て

行
う

物
資

輸
送

及
び

物
資
集

積
・
搬

送
拠

点
の

運
営
等

に
係

る
計
画

策
定

、
訓

練
、
研
修

の
実

施

及
び

必
要

な
情

報
共
有

等
に

関
し
、

平
時
か

ら
連

携
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す
る

。
 

 （
協
議

）
 

第
1
5
条

 
本

協
定

に
定
め

の
な

い
事
項

、
又
は

本
協

定
に

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、
そ

の
都

度
、

甲
乙

協
議

の
う
え

、
定

め
る
も

の
と
す

る
。

 

 （
適
用

）
 

第
1
6
条

 
本

協
定

の
有

効
期

間
は

、協
定

締
結

日
か

ら
令

和
３

年
３

月
3
1
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、
期
間

満
了
の

１
ヶ

月
前

ま
で

に
甲

、
乙

の
い

ず
れ

か
ら
も

申
出

の
な
い

時
は
、
本

協
定

の
有

効
期

間
を
更

に
１

年
間
延

長
す
る

も
の

と
し

、
そ

の
後

も
同

様
と

す
る
。

 

  

 
本

協
定
の

締
結

を
証
す

る
た

め
、
本
協

定
書

を
２

通
作

成
し
、
甲
乙

記
名

押
印
の

う
え
、
各

自
１
通

を
保

有
す

る
。
 

  令
和
２

年
６

月
1
6
日

 

  

甲
 

神
奈

川
県

横
浜

市
中

区
日
本

大
通

１
 

 

 
 

 
神

奈
川

県
知

事
 

 
 
 

黒
 

岩
 
祐

 
治

 

   

乙
 

東
京

都
千

代
田

区
丸

の
内
一

丁
目

８
番
２

号
 

鉄
鋼

ビ
ル

本
館

５
階

 

 
 

一
般

社
団

法
人

AZ
-C

O
M

丸
和

・
支

援
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

 

 
 

 
理

 
事

 
長

 
 

 
 
 

和
 

佐
 
見

 
勝
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（
第

５
条

関
係

様
式

）
 

様
式

N
o.
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

物
資

の
輸

送
・

荷
役

等
に

関
す

る
支

援
協
力

要
請

書
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

神
奈

川
県

知
事

 
 

「
災

害
時

に
お

け
る

物
資

の
輸

送
・
荷

役
等

に
関

す
る

協
定

」
第
５

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下
記

の
と

お
り

協
力

を
要

請
し

ま
す

。
 

 
記

 
 

事
項

 
内

容
 

調
達

車
両

台
数

 
 

配
車

場
所

 
 

輸
送

場
所

 
 

荷
役

作
業

場
所

 
 

 荷
役

作
業

量
 

 

 

物
資

拠
点

の
提

供
及

び
運

営
 

 
物

資
拠

点
に

搬
入
・
保

管
す

る

物
資

の
品

目
・
数

量
・
保

管
期

間
 

 

連
絡

調
整

員
の

派
遣

場
所

 
 

 そ
の

他
業

務
 

 

 

連
絡

先
 

 
 備

考
 

 

 

※
 
災

害
時

に
お
け

る
要

請
状

況
に

応
じ

て
適

宜
様

式
を

変
更

し
て

使
用

す
る

。
 

（
第

６
条

関
係

様
式

）
 

様
式

N
o.
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

物
資

の
輸

送
・

荷
役

等
に

関
す

る
支

援
協
力

報
告

書
 

 
神

奈
川

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
会

社
名

）
 

 
「

災
害
時

に
お

け
る

物
資

の
輸

送
・
荷

役
等

に
関

す
る

協
定

」
第
６

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下
記

の
と

お
り

業
務

内
容

を
報

告
し

ま
す

。
 

 
記

 
 

事
項

 
内

容
 

調
達

車
両

台
数

 
 

配
車

場
所

 
 

輸
送

場
所

 
 

荷
役

作
業

場
所

 
 

 荷
役

作
業

量
 

 

 

物
資

拠
点

の
提

供
及

び
運

営
 

 
物

資
拠

点
に

搬
入
・
保

管
す

る

物
資

の
品

目
・
数

量
・
保

管
期

間
 

 

連
絡

調
整

員
の

派
遣

場
所

 
 

 そ
の

他
業

務
 

 

 

連
絡

先
 

 
 備

考
 

 

 

※
 
災

害
時

に
お
け

る
要

請
状

況
に

応
じ

て
適

宜
様

式
を

変
更

し
て

使
用

す
る

。
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４
－
７
－
(2
7)

（
危
機
管
理
防
災
課
）
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４
－
７
－
(2

8
)

（
危

機
管
理

防
災
課

）
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